
〈
翻

訳
〉ア

メ
リ
カ

に
お
け
る
死
刑
事
件

の
誤
判

◎

ヒ

ュ
ー

ゴ

ー

・
ア

ダ

ム

・
ベ

ド

ー

1ー

マ
イ

ケ

ル

・
L

・
ラ

ド

ゥ

レ

ッ

ト

池

田

秀

彦

(
訳

)

一 〇 九 八 七 六 五 四 三 ニ ー

目

次

序

論

方
法
論

「死
刑
に
処
せ
ら
れ
る
可
能
性
の
あ
る
事
件
」

誤
判
の
概
念

誤
判
の
証
拠

(以
上
二
十
三
巻
二
・三
号
)

誤
判
の
原
因

誤
判
の
発
見

無
実
の
者
の
処
刑

(以
上
本
号
)

誤
判
と
死
刑
の
廃
止

(以
下
次
号
)

誤
判
の
危
険

改
善
策

の
概
念

(以
上
二
十
三
巻

一
号
)

69
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六

誤
判
の
原
因

誤
判

の
原
因
は
、
広
範
で
多
様
で
あ
る
。
被
告
人
は
有
罪
で
あ

る
、

と
の
確
信
が

な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
警
察
官
と
検
察
官
が
被
告
人

の
有
罪
を
獲
得
す
る
決
定
を
し
た
点

に
こ
れ
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
る
。
当
局

の
側

で
の
職
務
上

の
不
注
意

の
結
果
で
あ
る

場
合
も
あ

る
。
誰
も
が
犯
し
う

る
善
意

の
誤
り

の
産
物

の
場
合
も
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
類
型

の
多
く

の
場
合
に
お

い
て
は
、
私
達
が
、
陪

審
員
と
し
て
法
廷

に
提
出
さ
れ
た
証
拠
だ
け
を
見
た
な
ら
ば
被
告
人
を
有
罪
と
評
決
し
た
で
あ
ろ
う
。

表

6
に
お
い
て
、
我

々
の
目
録
に
収
め
ら
れ

て
い
る
事
件
を
主
要
な
四

つ
の
カ

テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
し
た
。
即
ち
、
ω
審
理
前
に
警
察
官

に
よ

っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
誤
謬

ω
審
理
前
に
ま
た
は
審
理
中
に
検
察
官
に
よ

っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
誤
謬

㈹
被
告
人
に
不
利
な
証
言
を
し
、

ま
た
は
宣
誓
供
述
書

に
よ
る
証
言

(q
。
b
o
。・一二
〇
昌
)
を
行
う
証
人
に
よ

っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
誤
謬

ω
被
告
人

に
対
す

る
手
続

に
入
り
込

む
他

の
種

々
の
原
因
。
事
件

の
ほ
ぼ

一
〇
%

に
お
い
て
、

こ
れ
ら

の
誤
謬

の
類
型

の
う
ち
少
な
く
と
も
三

つ
の
も

の
が
併
存
し
て
い
る
こ

と
が
記
録
上
判
明
す
る
。
記
録
が
徹
底
的
に
精
査
さ
れ
た
う
え
報
告
さ
れ
た
わ
ず
か
な
事
件
を
通
し

て
、

こ
う
し
た
誤
謬
が
発
生
す
る
構

造
や
そ
れ
が
第

一
審
裁
判
所
で

の
評
決

に
影
響
を
及
ぼ
す
構
造

に

つ
い
て
研
究
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

こ
こ
で
こ
の
種

の
詳
細
な
情
報
を
提
供
す
る

つ
も
り
は
な
い
。
事
件

目
録
を
通
し

て
確
認
で
き
る
主
要
な
原
因

の
そ
れ
ぞ
れ

に

つ
い
て
、

簡
単
に
説
明
す
れ
ば
十
分

で
あ

ろ
う
。

若

干
の
例
に
お
い
て
は
、
説
得
力

の
あ
る
証
拠
に
よ
り
被
告
人
が

「
フ
レ
イ
ム

・
ア

ッ
プ
」
と
し
か
説
明
で
き
な
い
も

の
の
被
害
者

で

あ

る

こ
と
が
わ

か

る
。

最
も

悪
名
高

い
事

件

の
い
く

つ
か
ー

例
え
ば

、

一
九

一
五
年

の
ヒ
ル
(q
o
o
国
一=
)
事

件

や

一
九

一
六
年

の
ム
ー

ニ
ー
1ー

ビ

リ

ン
グ

ズ

(ζ

0
8

畠
I
bu
一一一言
σq
ω
)
事
件

は
、

今

世

紀

の
早

い
時

期

に

労
働

組

合

の
オ

ル
ガ

ナ

イ
ザ

ー

と

雇

用
者

と

の

間

で
行

わ

れ

た
決
戦

の

一
部

で
あ

っ
た
。

ム
ー

ニ
ー
と
ビ

リ

ン
グ
ズ

は
、

最
終

的

に
身

の
潔

白
が

証

明
さ

れ
、

釈
放

さ

れ
た

が
、

ヒ
ル
は
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表6誤 った有罪の原因

誤謬の類型

1.警 察官 の犯 した誤謬

A.強 制 され たまたは他 の虚 偽の 自白

B。 職務 上の不注意

C.他 の、熱意 のあ まりなされた警 察 の行動

2.検 察官 の犯 した誤謬

A.無 実 を証 明す る証拠 の隠蔽

B.他 の、熱意のあ まりなされた訴追活動

3.証 人 の犯 した誤 謬

A.目 撃証言の誤 り

B.検 察側証人の偽証

C.信 用で きないまた は誤 った検察側証 人の証 言

4.他 の誤謬

A.判 断 を誤 らせ る情況証拠

B.弁 護i人の無能

C.裁 判所 による、無実 を証 明す る証拠 の許容性の否定

D.ア リバ イ証拠 の不十 分 な考慮

E.死 因 にっ いての誤 った判 定

F.虚 偽 のア リバ イまたは被告 人 による虚 りの有罪の答弁

G.社 会 的憤激 によ って要 求 された有罪

H.不 明

事件数

Q
り

ー

り
自

沼
4

1
⊥

9
自

尺
り

民
U

Q
U

可
⊥

56

1×7

20

0

0

7

5

6

7

0

4

り0

1

」4

4⊥

望⊥

7
●

-
⊥

82

50

193

209

1回 カウン トされた事件数:198(す べ ての 「不明の」事件 をふ くむ)

2回 カウン トされた事件数:120

3回 カウン トされた事件数:32

処
刑

さ
れ

た
。

既

に
言

及

し
た
他

の
二

つ
の

有
名

な
事

件

サ

ッ
コ
ーー

バ

ン
ゼ

ッ
テ

(
321
)

イ

(
qQ
碧
o
o
I
<
き

NΦ
暮
一)
事

件

と

ハ
ウ
。フ
ト

マ
ン

(閏
き

讐

日
9
暮

)
事

件

に
お

い

て
は

、
有

罪

の
宣

告

、
死

刑

の
言
渡

、

そ
し

て
処

刑

に

は
、

そ
れ

ぞ

れ
多

く

の
人
物
が

か

か
わ

っ
て
お
り
、

お

そ

ら
く
、

ヒ

ル
事

件

や

ビ
リ

ン
グ

ズ

事

件

に
お

い
て
な

さ
れ
た

よ
う

な
方

法
で
組
織
的

に

「
フ
レ
ー

ム

・
ア

ッ
プ

」

さ
れ

た
わ

け

で
は

な

い
で
あ

ろ

う
。
誤

謬
が

意
識

的

に
警
察

官
若

し
く

は
検
察

官

に
よ

っ

て
或

い
は

両
者

に
よ

っ
て
も
た

ら

さ
れ
た

、

他

の
あ

ま

り
知

ら

れ

て
い
な

い
事
件

の
な
か

に
は
、
裁

判

の
不
正

の
程

度
が

ヒ

ル
事
件

や

ム
ー

ニ
ー
ー

ビ

リ

ン
グ
ズ

事

件

の
場
合

と
同

じ
く

ら

い

ひ
ど

か

っ
た

も

の
が
あ

る

か
も

し

れ
な

い
。

警

察

官

の
行

っ
た
、

明
白

に
不
正

な
行

動

は
、
私

達

の
確

認

し

た
誤

謬

の
ほ
ぼ

四
分

の
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一
に
達

し
、

そ

し

て
多

分
驚

く
べ
き

こ
と

で
は

な

い
が

、

そ

の
多

く

は
自

白

の
強
制

で
あ

っ
た
。

四
九
件

(
一
四
%

)
に
お

い

て
、
後

に
、

自

白

が

強
制

さ

れ

た

こ
と
が

明

ら
か

と
な

っ
た

と

は

い
え
、

被
告

人

の
自
白

は

、
そ

の
有

罪

に

お

い

て
重

要
な
役

割

を

果
し

た
。

虚
偽

の

自

白

に
基

づ

い

て
無

実

の
者

が
有

罪

と

な

っ
た

と
思

わ

れ

る
事

件

は

、
警

察
官

が

「
拷

問
」

(
夢

一巳

α
①σq

冨
Φ
)

の
方

法

を

用

い

た
も

の

か
ら

あ
ま

り
残

酷

な
戦

術

を

用

い
な

か

っ
た
も

の
ま

で
多

岐

に
わ

た

る
。

一
九

七

六
年

の
ウ

ィ
ル
キ

ン

ソ
ン

(ぐ
く
一一閃
一口
ω
○
　口
)
事

件

は
、

最

悪

の
戦
術

の
例

で
あ

る
。

結

局

、

フ
ィ
ラ
デ

ル

フ
ィ
ア

の
警

察

官

数

人

が
、

被

告
人

を

「
残

虐

か

つ
違
法

に
」

虐
待

し

た

か
ど

で
有

罪

と
な

っ
た
。

当

の
被

告

人

は
、
放

火

で
多
数

人

を
殺

害

し
た

か

ど

で
有

罪

と

な

っ
た

が

、

真

犯

人

が

自

白

し

て
幸

運

に

も

刑

の
宣

告

前

に

釈

放

さ

れ

た

。

別

の
例

と

し

て

、

一
九

五

八

年

の

カ

ッ
シ

ム

(
訳
餌
の
の巨

)
事

件
が

あ

る
。

こ
れ

は
、

検
察

官

が

カ

ッ
シ
ム

の
片

言

の
英

語

の
意

味
を

取

り
違

え
た

こ
と
が

判

明

し

て
、

こ

の
被

告

人

の
七
年

間

の
刑

務
所

生

活

に
終

止
符
が

打

た
れ

た

。

(
こ

の
間

に
、
別

の
男

性
が

自
白

し

た

)
。
多

少

な
り

と
も

よ
り

典
型

的

な

の
は
、

一

九

五

四
年

の

ウ

ォ
ー

カ

ー

(
<
盃

涛
霞
)
事

件

で
あ

る
。

ウ

ォ
ー

カ
ー

は
、

第

一
級
謀

殺

で
終
身

刑

を
宣

告

さ
れ

た
後

に
、

自
白

が

不
任

意

で
あ

っ
た
と

し

て
上

訴

し
た

。
審
理

の
後

、

裁

判
所

は
、

不
任

意

で
は

な

い
と

の
判
断

を

下

し
た
。

し

か
し
、

数
年

後
、

あ

る
新

聞

の

調
査

の
結

果

、

こ

の
裁

判

所

の
判

断
が

間

違

っ
て
い

る

こ
と
が

判

明

し
、

ウ

ォ
ー

カ
ー

は
、

釈
放

さ

れ

た

十

八
年

間
、

服

役

生

活

を
送

っ
た

後

に
。

さ

ら

に
、

一
九

五
九

年

の

シ

ェ
イ

(
ω
ゲ
$

)
事

件

に
お

い
て

は
、

シ

ェ
イ

の
自

殺

の
衝
動

に
加

え

て
警

察

官

が

彼

に

つ
い
た
嘘

お
よ
び

彼

に
弁

護
士

を
依

頼
さ

せ
な

か

っ
た

こ
と
が
虚
偽

の
自
白

を
も
た

ら
し
、

さ
ら

に
罪
を
犯

し

て
い
な

い
者
を

殺
人

で
誤

っ

て
有

罪

と
す

る

事
態

を

招

い
た
。

も

ち
ろ

ん
、

警
察

官

は
、

こ
れ
以
外

に
も
無

実

の
者

を
有

罪

と
す

る

た
め

に
不
当
な

影
響

力
を

行
使
す

る
場
合
が

あ
る

。
典
型

的

に

は
、

重

要

証

人

へ
の
不
当

な

影
響

力

の
行
使

を
介

し

て
行
わ

れ

る
。

一
九

二
四
年

に
、

ハ
ー
デ

ィ
ー

(出
鷲

曾

)
は
、

主

と

し

て
あ

る

証

人

の

不
利

な
証

言

に
基
づ

い

て
有

罪

と
な

っ
た
。

し

か

し
、
当

該
証

人

は
、
彼

に
有

利

な
証

言

を
し

よ
う

と

し
た
け

れ
ど

も
、

警

察
官

に
脅

迫

さ
れ

て
そ
れ
を

思

い
止
ま

っ
た

こ
と
が
後

に
判

明

し
た
。

一
九

六

一
年

に
ク
ラ
ー

ク

(9

9
爵

)、

ホ
ー
ル

(出
帥
ε

お

よ
び
ヵ

イ

ケ

ン
ダ

ー
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ル

(
閑
ξ

冨
巳

巴
一)
は
、

謀
殺

に

つ
き
有
罪
と
な
り
、
終
身
刑
を
宣
告
さ
れ
た
。

一
年
後
、
彼
ら
に
不
利
な
証
言
を
し
た
女
性

の
重
要

証
人
は
、
法
廷
で

の
証
言
が
虚
偽

で
あ

っ
た

こ
と
を
認
め
た
。

こ
の
女
性
に
よ
れ
ば
当
該
虚
偽
証
言
は
、

こ
の
三
人

の
被
告
人
が
事
件
に

か
か
わ

っ
て
い
た
と
証
言
す
れ
ば
、
彼
女
自
身

の
別

の
犯
罪

に
対
し

て
警
察
官
が
寛
大
な
処
置
を
講
ず

る
こ
と
を
約
束
し
た
こ
と
に
応
じ

て
な
さ
れ
た
。
我

々
の
事
件
目
録
に
収
め
ら
れ
て
い
る
う
ち

の
二
二
件

に
お

い
て
、
こ
の
タ
イ
プ

の
、
警
察
に
よ
る
不
適
当
な
行
動
が
誤

っ

た
有
罪
を
も
た
ら
す

の
に
寄
与
し
た
。

警
察
官

の
不
正
な
行
動
に
よ

っ
て
で
は
な
く
、
警
察
官

の
過
誤
が
、
悲
劇
的
な
結
末
を
も
た
ら
す

こ
と
が
あ
る
。

一
九
七

一
年

に
ニ

ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
で
ジ

ャ
ク
ソ
ン

(国
α
HP
O
口
創

q
四
〇屏
ω○
口
)
は
、

二
件

の
殺
人
に

つ
き
有
罪
と
な
り
、
終
身
刑
を
宣
告

さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ

の

後
、
裁
判
所
は
、
信
用
で
き
な
い
目
撃
証
言
以
外
に
は
、
証
拠
が
法
廷

に
提
出
さ
れ

て
い
な

い
こ
と
を
理
由

に
彼

の
釈
放
を
命

じ
た
。
加

(
421

)

え

て
、

控

訴
審

は
、
警

察

官

に
よ

る

そ

の
犯
罪

の
全

捜
査

が

「
不
完

全

で
あ

り

不
注

意

で
あ

る
」

と
非

難

し
た
。

裁

判
官

は
、
ジ

ャ
ク

ソ

ン
の
釈

放

を

命
ず

る
に

当
た

っ
て
、

「
死
刑

が

絶

対
刑

で
あ

っ
た

な
ら

ば
、

こ

の
事

件

で

の
状
況

は

ど

う
だ

っ
た
だ

ろ
う

か
、

と

考

え

る

と
ぞ

っ
と
引
群

」

と
述

べ
た

。

二
十

年
前

に
、

同
じ
く

ニ

ュ
ー

ヨ
ー

ク
州

で
、

レ
イ

ラ

(9

巳

δ

ピ
。
鷲
節
)
は
、

(被

告

人

の
釈
放

を
命

じ
た
裁
判
所

の
言
葉

に
よ
れ
ば

)
「
被
告
人
を
犯
罪
、

こ
と
に
殺
人

の
よ
う
な
重
大
な
犯
罪

で
起
訴
す
る
前

に
、
必
ず
行
わ
な
け
れ
ば
な

(鵬

)

ら
な

い
慎

重

で
集

中
的

な
捜

査
活

動

」

を
警

察
官

が
怠

っ
た
た

め

に
有

罪

と
な

っ
た
。

単

な

る

職

務

上

の

不

注

意

以

上

の
責

任

が

警

察

官

に
問

わ

れ

る

こ

と

が

あ

る

。

即

ち

、

例

え

ば

、

一
九

七

四
年

の

テ

ィ

ッ
ブ

ス

(H
)Φ一び
Φ
『
け
]り一げ
げ
QD
)
事

件

に
関

し

て
我

々
は
、

こ
の
結

論

に
達

し
た

。

一
九

八

二
年

に
、

か

つ
て
こ

の
事

件

を

担

当

し
た

検
察

官

は
、

フ

ロ
リ
ダ

州

の
警

察
官

が

「
初

め

か
ら

汚

れ

て

い
る
」

と
知

っ
て
い
た

証
拠

に
依

拠

し

て

テ

ィ

ッ
ブ

ス
を
逮
捕

し
た

こ
と
を

公

然
と
非

難

」

煙
・

特

に
憂
慮

す

べ
き
警

察

権

の
濫

用

の
例

は
・

か

つ
て

フ

ロ
リ
ダ

州

で
起

こ

っ
た
事

件

に
見

い
出
す

こ
と
が

で
き

る
。

一
九

四
五
年

に
、

黒

人

の
ア

ン
ダ

ー

ソ

ン

(ノ〉㍉口
目
鋤
δ
P
>
口
9
Φ
『
ω○
昌
)
は

、
白

人
女

性

の
強

姦

に

つ
き

有

罪

と
な

り
、

上
級

審

の
審

理

を
受

け

る

こ

と

な
く

処

刑

さ
れ

た
。

こ

の
事
件

に
関
す

る
知
事

の

フ

ァ
イ

ル
に
は

、
現

地

の
保
安

官

か

ら

の
手
紙

が
あ

る
。

こ

の
手

紙

で

は
、

迅
速

な

処
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刑
が
懇

願
さ
れ
、
ま
た
文
中

に
、
「
私
は
、
支
援
組
織
が
結
成
さ
れ
る
前
に
、
本
件
で
特
別
な
配
慮
が
払
わ
れ
る

こ
と
に
感
謝
す
る
で
あ

　ま

ろ
う
」
と

い
う
件
が
あ

る
。
し
か
し
、
ま
ず
第

一
に
、
こ
の
重
罪
が
行
わ
れ
な
か

っ
た

の
は
ほ
ぼ
間
違

い
な
い
。
即
ち
、
明
ら
か
に
被
害

者
と
被
告
人
と
の
性
的
関
係
は
合
意
に
よ
る
も

の
で
あ

っ
た
。

職
務
上

の
不
注
意

に
よ
る

に
せ
よ
、
不
正
行
為

に
よ
る

に
せ
よ
、
誤
謬

の
責
任
が
検
察
官
に
あ
る
こ
と
が
時
折
あ
る
。

こ
の
種

の
誤
謬

は
、
私
達

の
誤
判
目
録

の
な
か
の
五
〇
件
に
お

い
て
無
実

の
者
を
有
罪
と
す

る
こ
と

ー

ま
た
な
か
に
は
、
死
刑
判
決
や
そ

の
執
行

を

確
保

す

る

こ
と

に
お

い

て
重

要
な
役

割
を

果

し
た
。

記

録

上
、

典
型

的

な
も

の
は
、
検

察
官

に
よ

る
被
告

人

に
有

利

な
証
拠

の
隠
蔽

で
あ

る
。

こ
れ

に
は
、

証
人

が
事

件

に

つ
い

て
の
被

告

人
側

の
主

張

を

一
部
裏

付

け
得

る

と

い
う
情
報

を
被

告

人
側

に
知

ら
せ

な

い
と

い
う
形

態

の
も

の
も

含

ま
れ

る

。

こ

の
種

の
例

と

し

て
は

、

一
九

三

八
年

の
カ
パ

ト

ス

(
目
プ
o
ヨ
器

凶
碧

暮

o
ω
)
事

件

や

一
九

四

一
年

の
ホ

フ

ナ

1

(】『
〇
三
。。
缶
o
鴇
器
円
)
事

件

が
あ

る
。

こ
れ

以
外

の
隠
蔽

の
形
態

に
は
、

検
察

側

の
重

要

証

人

の
証

言
を

疑

わ

し

め
た

り

、
弾

劾

す

る
よ

う

な
証

拠

を

法

廷

に
提

出

し
な

い
と

い
う

形
態

が

あ

る

。

一
九

七

一
年

の
メ
イ

ナ

ー
ド

(ζ

9
旨

母
α
)
事

件

や

一
九

七

五
年

の
サ

ン
ト

ス

(U
⑦
ピ
o
。。
ω
9。
ロ
8
ω
)
事

件
が

そ

う

で
あ

る
。

今

世
紀

に
お

い

て
最

も
悪

名
高

い
死
刑
事

件

の
中

に
は
、

証

拠
を
組

織

的

に
隠
蔽

し
た

と

い
う
驚

く

べ
き

事
例

が
あ

る

(
ム
ー

ニ
ー
ー

ビ
リ

ン
グ

ズ

事
件

、

サ

ッ
コ
ーー

バ

ン
ゼ

ッ
テ
イ
事
件

お

よ
び

ハ
ウ
プ

ト

マ
ン
事

件

)
。

こ
れ
ら

の
事

件

に
関
す

る
研

究
書

は
、

そ

の
内

容

を
詳

細

に
伝

幻

罷
。

検

察
官

が

熱
意

の
あ

ま
り
採

用
す

る
戦
術

は
、
被

告

人

に
有

利

な
証
拠

の
隠

蔽

に
限

ら
れ

な

い
。
検

察

官
が

捏

造

し
た
証

拠
を

提
出

し

た

り
す

る

こ
と
も

時

に

は
あ

る
。

一
九

三

一二
年

の

フ
ィ

ッ
シ

ャ
ー

(コ

。。冨

同
)
事

件
が

こ

の
例

で
あ

る
。

フ

ィ

ッ
シ

ャ
ー
は

、
主

に
、

証

拠

と
し

て
提

出
さ

れ
た

拳
銃

に
基
づ

い
て
有

罪

と
な

り
、

自

由

刑
を
宣

告

さ
れ

た
。

し

か
し

、
検
察

官

は

、
そ

の
拳

銃

を
発
砲

し

た

の
は

被

告

人

で
な

い

こ
と
を

知

っ
て

い
た
。

不
公
正

に
も

、
警

察
官

と
検
察

官
が

被

告
人

側

に
有
利

と

な
る

可
能

性

の
あ

る
証

人

の
信

用
性

を

損

な
お

う

と
す

る

こ
と
も

あ

る
。

一
九

八

一
年

の

ロ
ビ

ン

ソ
ン

(国
O
げ
一昌
ωO
昌
)
事

件
が

こ

の
例

で
あ

る
。

我

々
の
誤
判

目
録

の
三

五
〇

の
事
件

の
な

か

で
著
し

く
多

い
誤
判

原

因
は
、

証
人

に
よ

る
誤
謬

で
あ

る
。

半
分

以
上

の
事
件

(
一
九

三

)
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が

こ
の
種

の
誤
り
を
含
ん
で
い
た
。

こ
の
種

の
誤
謬
と
他

の
誤
謬
と
が
併
存
す
る
こ
と
も
あ

っ
た
が
、
多
く

の
場
合
、

そ
れ
は
、
誤

っ
た

有
罪

の
主
要
な
ま
た
は
唯

一
の
原
因
で
あ

っ
た
。
三
分
の

一
の
事
件

二

一
七
)
に
お

い
て
、
証
人

の
誤

っ
た
証
言
は
、
実
際

の
と

こ
ろ

偽
証
で
あ

っ
(潤
。

こ
の
種

の
不
正
な
行
為

は
、
時

と
場
所

の
如
何
を
問
わ
ず
存
在
す

る
。
こ
れ
に

つ
い
て
は
、
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
し
、

そ

の
数
も
多

い
の
で
、

こ
こ
で
詳
細

に
説
明
す
る
必
要
は
な

い
で
あ
ろ
う
。

一
九
八
〇
年

の
ロ
バ
ー
ト

ソ
ン

(切
o
ぴ
①
暮
のo
コ
)
事
件

に
お

い
て
、
被
告
人
は
、
死
刑
を
法
定
刑

に
も

つ
法
律
に
よ
り
審
理
さ
れ
る

こ
と
を
避
け
る
た
め
に
虚
偽

の
証
拠
を
提
出
す
る

こ
と
に
合
意
し

た
共
同
被
告

人
の
偽
証
が
も
と
で
有
罪

の
宣
告
を
受
け
た
。
無
実

の
被
告
人
が
有
罪
と
な
り
、
死
刑
の

言
渡
を
う
け
る
原
因
と
な

っ
た
、

被
告
人
に
不
利
な
証
言
を
し
た
重
要
証
人
が
実

は
殺
人

の
真
犯
人
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た

こ
と
も
あ

っ
た
。

一
九
八
二
年

の
カ
ー
タ
ー

(
○
碧
け
①臆
)
事
件

に
お
い
て
は
、
無
実

の
男
性
が
前
妻

の
証
言
に
よ
り
有
罪

と
な

っ
た
が
、
結
局
、
彼
女
が
殺
人

の
真
犯
人
で
あ
る

こ
と

が
後

に
分
か

っ
た
。
二
年
後
、
カ
ー
タ
ー
が
釈
放
さ
れ
た
と
き
、
彼

の
弁
護
士
は

「
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
に
死
刑
が
あ

っ
た
な
ら
ば

こ
の
気

の
毒
な
男
に
何
が
起

こ

っ
た
か
は
神

の
み
ぞ
矩
絆
・
と
述
べ
た
・
真
摯

に
な
さ
れ
た
、
目
撃
証
言

の
誤
り
は
、

五
六
件

に
お

い
て
重
要
な

役
割
を
果
掴

・

そ
の
な
か

の

一
件

で
は
・
被
害
者

の
妻
は
、
当
該
被
告
人
が
夜
、
ベ

ッ
ド
ル
ー

ム
で
自
分

の
夫
を
殺
す

の
を
見
た
と
証

言
し
た

(
し
か
し
後

日
誤
り
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
)。
無
実

の
被
告
人
は
、
辛
う
じ
て
処
刑
を
免
れ
た
。

し
か
し
、
誤
判

の
原
因
は
、
必
ず

し
も
、
当
局

の
側
で

の
不
正
な
行
為
や
職
務
上

の
不
注
意
あ
る
い
は
真
摯
に
な
さ
れ
た
目
撃
証
言

の

誤
り
に
限
ら
れ
な

い
。
判
断

に
困
難
な
情
況
証
拠
が
も
と
で
検
察
官
や
裁
判
所

の
判
断
が
誤
る
こ
と
が

し
ば

し
ば
あ

る
。

こ
れ
が
要
因
と

(撃

な

っ
た
事
件

は
三
〇
件
あ
る
。
こ

の
う

ち
お
そ
ら
く
最
も
悪
名
高

い
事
件
は
、

一
九
五
四
年

の
シ

ェ
パ

ー
ド

(
GQ
げ
①b
b
餌
『
9
)
事
件
で
あ

る
が
、

こ
れ

は
、
主
に
情
況
証
拠

に
よ
る

(
と
共

に
被
告
人

の
ア
リ
バ
イ
が
は

っ
き
り
し
な
か

っ
た
こ
と
に
よ
る
)。

し
か
し
、
情
況
証

拠

は
、
あ
ま

り
知

ら
れ

て
い
な
い
多
く

の
事
件
に
お

い
て
も
誤
判

の
要
因
と
な

っ
て
い
る
。

一
九

一
九
年

の
リ
ー
パ

ン

(国
号
碧

)
事
件

で
は
、
被
告
人
は
、
弾
道
試
験

の
結
果
、
致
命
傷
を
与
え
た
弾
丸
が
彼

の
所
持
す
る
拳
銃
か
ら
発
射
さ
れ
た
も

の
で
は
な

い
こ
と
が
証
明

さ
れ

て
最
終
的

に
釈
放
さ
れ
た
。
被
告
人
が
警
察
官

に
妻

の
殺
害
さ
れ
た
こ
と
を
通
報
し
た
と
こ
ろ
、
犯
罪

の
情
況

に
基
づ

い
て
重
要
な
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容

疑

者

と

さ
れ

た
事

件

が

二
件

あ

る
。

ま

た
、

一
九

七

四
年

、

ジ

ャ
ク

ソ

ン

(ω
零

σq
$
暮

』
碧

器
o
昌
)
は
、

所
持

し

て

い
た
財

布

が

被

害

者

の
物

と

誤

解

さ

れ

て
、

殺

人

に

つ
き

有

罪

と

な

っ
た

。

同

年

、

リ

!

ベ

イ

ラ

ー

(
〉
暮

○
巳
o

切
守

①
蚕

)

と

ウ

ォ

ル
ポ

ー

ル

(ζ

①
『一9

謡
巴
b
O
一Φ
)

は
、
自

分
達

の
娘
を

殺
害

し
た

か

ど

で
有
罪

と

な

っ
た
。

と

い
う

の
も

、

こ

の
子

供
が

行

方

不
明

と

な
り
、

少
女

の
白

骨

死

体

が

以
前

彼

ら

の
住

ん

で

い
た

家

の
近

く

の
墓

で
見

付

か

っ
た

か
ら

で
あ

る
。

一
九

七

九

年

に

、

ウ

ィ
ル

ソ
ン

(
G。
ゲ
Φ
嵩
9

≦

出
ω
。
昌
)
は
、

ケ

ン
タ

ッ
キ

!

州

で

の
殺

人

に

つ
い

て
有

罪

と
な

っ
た

が

、

そ

の
理

由

は
、

被
害

者

が

殺

さ

れ

た

と
き

に
そ

の
場

に
居

A
口
わ

せ
た

た

め
で
あ

っ
た
。

彼

女
は

、
愚

か

に
も

こ
の
事

実

を
警
察

に
隠

そ
う

と

し
た
。

こ

の
ど

ち
ら

の
事

件

に
お

い

て
も

、
情

況
証

拠

が

決

め
手

と
な

っ
て
無

実

の
者
が

有
罪

と
な

っ
た
。

一
六

の
事

件

で
は

、
死

因

に

つ
い
て

の
誤

っ
た

判
定

が
無

実

の
者

を

殺
人

で
有

罪

と
す

る
上

で
主

要

な
要

因

と
な

っ
た

。
実
際

に
は
・

自

殺
ま

た

は
事

故

で
あ

っ
た

に
も

か

か
わ
ら

ず
誤

っ
た

判
定

に
よ
り

、
無

実

の
被

告
人

(典

型

的

に
は
、

死
者

の
配
偶

者

ま
た

は
子
供

)

が

殺
人

で
有
罪

と

な

っ
た
事

件

が

あ

る
。

こ
れ

は
、

一
九

四
五
年

に
、

ス

ミ

ス

(Ω
蜜
8

ω
自

夢

)

の
身

に
起

こ

っ
た

こ
と

で
あ

り
、

こ

れ

以
前

に
も
数

件

あ

る

(
我

々
の
目
録

の
な

か

で

は
、

一
九

一
二
年

の

マ
ク

フ

ァ
ー

ラ

ン
ド

(竃

碧

聞
9。
二
9。
昌
瓢
)
事

件

が
最

初

で
あ

る

)
。

別

の
事
件

で
は
、
被
告
人
は
、
妻

の
殺
害

で
有
罪
と
な

っ
た
が
、
そ

の
後
、
証
拠

に
よ
り
死

の
原
因
は
、
事
故

に
よ
る
も

の
i

妻
が

拳
銃
で
自
殺
し
よ
う
と
す

る
の
を
被
告
人
が
止
め
よ
う
と
し
た
際
に
、
拳
銃
が
暴
発
し
た
も

の
ー

で
あ

る
こ
と
が
判

明
し
た
。
ま
た
、

死
因
は
、
自
然
死
で
あ

っ
た
が
、
喧
嘩
ま
た
は
事
件

の
後
に
死
亡
し
た
た
め
、
生
存
者
が
謀
殺

の
罪
で
起
訴
さ
れ
、
陪
審
が
有
罪
と
し
た

事
件
も
な
か
に
は
あ
る
。

同
様
に
少
な

い
と
は
い
え
、
無
実

の
被
告
人
が
自
発
的
に
、
し
か
も
熱
心
に
自
白
し
た
が
偽
り
で
あ

っ
た
と

い
う
事
件
が
憂
慮
す
べ
き

数

二

七
件
)
あ
る
。
偽
り

の
自
白
が
精
神
疾
患

の
所
産

で
あ

っ
た
場
合
も
あ
る
。
被
告
人
が
死
刑
を
宣
告
さ
れ
る
危
険
を
回
避
す
る
た

め
に
偽
り
の
自
白
を
し
、
有
罪

の
答
弁
を
し
た

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
事
件
も
あ
る
。
二
件
に
お
い
て
は
、
被
告
人
は
、
酩
酊
し
て

い
た
た
め
自
分

の
し
た
こ
と
を
覚
え

て
お
ら
ず
、
警
察

の
取
調
を
受
け

て
直
ぐ
に
自
白
し
た
。
真
相
が
信
じ
が
た

い
ほ
ど
奇
妙
な
事
件
も
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若

干
あ

る
。

即

ち
、

冗
談

の

つ
も
り

で
警

察

に
偽

り

の
自

白

を
し
た
被

告

人
も

い
る
。
ま

た
、

不
倫

の
関
係

を

知
ら
れ

た
く

な

い
た

め

に
、

殺
人

に

つ
い

て
虚

偽

の
自

白

を

し
た
被

告
人

も

い
る
。

さ

ら

に
、

ガ

ー

ル

フ
レ

ン
ド

に
印
象

づ
け

る

た

め

に
謀

殺

に

つ
い

て
偽

り

の
自
白

を

し
、
有

罪

と

な

っ
た
後

に
、
偽

り

の
自
白

を
す

れ
ば

、

有

罪

と
な

り
得

る

こ
と
を
証

明
す

る

た

め

に
、

さ

ら

に
別

の
殺
人

に

つ
い
て
偽

り

の
自
白

を

し
た

そ
し

て
二
度

目
も
、

有
罪

に

な

っ
た

-

被

告

人
も

い
る
。

時

に
は

、

犯
罪

に
対
す

る
社

会

の
怒

り
が

死
刑
事

件

で

の
被

告
人

に
対

す

る
刑
事

手
続

を
リ

ン
チ
に
近

い
も

の
に
し
、
裁

判

が

カ

ン
ガ

ル

ー

・
コ
ー

ト

(裁

判

の
形

を

と

っ
た

リ

ン
チ
)

に
な

る

こ
と
が

あ

る
。

例
え

ば
、

ア
ー

カ

ン
サ

ス
州

の
イ

レ
イ

ン

(田

巴
器

)

で

の

一

九

一
九
年

の
人

種
暴

動
事

件

の
場

合
が

こ
れ

に
当

た

る
。
実

際

の
と

こ
ろ
、
謀

殺

で
有

罪

と
な

っ
た

五

一
人

の
被

告
人

(
そ

の
う

ち
、

一

二
人

に
は
、

死

刑
が

言

い
渡

さ
れ

た

)

の
誰

人

に

つ
い
て
も

不
利

な
証

拠

は
な

か

っ
た
。

他

の
悪
名

高

い
例

と

し

て
は
、
今

世
紀

に
お
け

る

最

も

有

名

な

死

刑

事

件

の

一
つ
が

あ

る

。

こ

の
事

件

で

は

、

九

人

の
青

年

即

ち

「
ス

コ

ッ
ツ
ボ

ロ
の
少

年

達

」

(
夢

①
ω
。
9

$
げ
O
No

しu
O
冨

)
が

一
九

三

一
年

に

ア
ラ
バ

マ
州

で
強

姦

に

つ
き
有

罪

と
な

り

、

一
人

を
除

く

全
員

に
死

刑

が

言
渡

さ

れ

た
。

同
年

、

オ

ク
ラ

ホ

マ
州

で

同

じ

こ

と

が

ホ

リ

ン
ズ

(」
Φ
。。
の
山
o
巳
窃

)

の
身

に
起

こ

っ
た

。

ま

た

、

一
九

四

九

年

に

フ

ロ
リ
ダ

州

で

グ

リ

ー

ン
リ

ー

(
Ω
冨

二
Φ
ω
O
お
Φ
巳
8
)
、

ア
ー
ビ

ン

(≦
・巴
け
霞

胃
く
ぎ

)、

シ

ェ
パ

ー
ド

(ω
鋤
8
⊆
①
}
G。
冨
9

霞
α
)
が

巻
き

込

ま

れ
た

、

い
わ

ゆ

る

「
グ

ロ
ー
ブ

ラ

ン
ド

」

(Ω
円
o
<
Φ冨
巳

)
事

件
も

同

じ

で
あ

る

。

こ
れ
ら

す

べ

て

の
事

例

に
お

い

て
、

被

害

者
が

白

人

で
あ

る

こ

と
と
白

人

優

越
主
義
が

刑
事

司
法
制
度
を
白
人
が
支
配
し
て
い
る
こ
と
も
手
伝

っ
て
ー

無
実

の
黒
人
の
被
告
人

の
有
罪
と
死
刑

の
虐目
一告
を
も

た
ら
し
た
。
最
後
に
、
少
数

の
事
件

(
一
四
件
)
に
お
い
て
は
情
報
が
乏
し
く
、
誤
判

の
原
因

に
関
し

て
推
測
す
る
に
は
、
そ

の
基
礎
が

十
分
で
な

い
。
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へ
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て
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手
紙

(
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九

四

五
年

四
月
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日
付

)

(
921

)

例
え

ば
、

次

の
も

の
参

照
。

r

爵

Z
嵩

U
団
冬

ミ
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①

臣
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§
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国
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ω
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Z
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Z
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円
国
国

O
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国

図
国
GQ
O
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国
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(
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⑩
○。
①
)

を

≦

。
図
O
q
Z
O

節

∪
・
囚
〉
圃ω
国
切
"
剛
○
ω
円
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○
即
弓
国
ζ

"
Z
国
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国
≦

O
国
Z
O
国

ヨ

弓
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国

O
>
QQ
国
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国

G。
〉
○
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○

>
Z
U

<
>
Z
N
国
弓
目

(
一
㊤
○。
q
)
と
比
較
せ
よ
。

(
㎜
)

今

世
紀

の
早
い
時
期
に
、
幾

つ
か

の
州

(
ア
リ
ゾ

ナ
、

カ
リ

フ
ォ
ル

ニ
ア
、

ア
イ
ダ

ホ
、

モ
ン
タ
ナ
・

テ
キ
サ

ス
・
バ

ー

モ
ン
ト
)
で
は
・
無

実

の
被

告
人
が
有

罪
と
さ
れ
た
う
え
処
刑
さ
れ
た
死
刑
事
件

の
裁
判

で
偽
証

し
た

こ
と
を
理
由

に
有
罪
と
な

っ
た
者

に
対
す

る
刑
罰

と
し
て
死
刑

を
法

定
し
た
。
o。
節
謡
貫

簑
書

昌
o
け
①
q
ド

鉾

。。
伽
c。
参
照
。
表

6
で
死
刑

に
あ
た

る
若

し
く

は
死
刑

に
処

せ
ら
れ
る

可
能

性

の
あ

る
事
件

に
お

い
て
偽
証

の
あ

っ
た
事
件

と
し
て
引

用
す

る

一
一
七

の
事
件

の
う
ち
、
九
件
以
外

は
、

そ

の
よ
う
な
死
刑
を
定
め
た
法
律
を
も
た
な

い
州
で
発

生

し
た
。

例
外

の
九
件
は
、
す
べ

て
ヵ
リ

フ
ォ
ル

ニ
ア
州

の
事
件
で
あ

っ
た

(
一
九

一
六
年

の
ム
ー

ニ
ー
1ー

ビ
リ

ン
グ
ズ

、

一
九

二
八
年

の
ガ
ー
ビ

ー

ー

レ
シ

ャ
ー
ー

ロ
ー

エ
ン
、

一
九
三

三
年

の
ド

ユ
ー
リ

ン
、

一
九
三
六
年

の
ブ

ラ
イ

ト
ーー
ブ

ラ
イ
ト
、

一
九

四
七
年

の
ウ

ッ
ド

マ
ン
シ
ー
)。

(
131
)

z
k

』

冒

。
。。
し

き

・
H
ρ

一
り
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♪

鉾

じσ
ρ

8

一
」

.

　
(

13
)

ハ

フ
、

ラ
ト
ナ
ー
お
よ
び

サ
ー
ガ
リ

ン
は

「
ア
メ
リ
カ
に
お

い
て
誤
判
を
招
く
最

も
重
要
な
要
因
は

…
…
目
撃
証
人

の
誤

っ
た
証

言

で
あ
る
」

と

主
張

す

る

。
=
三

や

國
鉾

ぎ

興

卿

QQ
母

σq
節
二
⇔
勤
§

§

8

譜

一
ド

鉾

⊆。
漣

●
次

の
も

の

も

参

照
。

Ω
目
o
ω。。
"
卜
8
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き
§

巡
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角

薯
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鳴
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§

ミ
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§
量
§

亀
ミ
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8
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ミ

O
ミ
ミ

v
一
①

」
・
q
国
O
>
目

の
日
d
O
●
c。
⑩
U
(
一
⑩
G。
刈
ご

国
'
ゆ
○
図
○
国
〉
国
U
も
§

ミ

8

ひ
Φ
図
P

暮

益

一
●

目
撃

証

人

の
証

言
を
め
ぐ
る

一
般
的

問
題

の
議
論

に

つ
い
て
は
、
国
団
国
≦
目
乞
国
ω
○。
弓
国
○。
目
竃
○
乞
団
"
勺
G。
団
O
缶
○
ピ
○
Ω
δ

〉
い

勺
国
切
の
勺
国
O
目
く
国
GQ
(Ω
.

≦
①
一尻

卸

い
o
津
岳

巴
の
●
一
㊤
c。
腿
)
参
照
。

目
撃
証
人

の
誤

っ
た
証

言
が

(或

い
は
他

の
ど

の
よ
う
な
要
因
に
し
ろ
そ
れ
が

)
最
も

一
般
的

な
誤
判
原

因
で
あ

る
と

い
う

こ
と
を
証

明
す

る

た
め

に
は
、
我

々
に
入
手

で
き
な

い
証
拠
が

必
要

と
な
る
。
こ

の
よ
う
な
証

明

の
た
め

に
は
、
代
表
的
な
事
件

で

の
有
罪
判

決
が
依

拠
し
た
多
様

な
証
拠
を
類
別
し
、
誤

っ
た
目
撃
証
言
が

そ
れ
だ

け
で
、

或
い
は
他

の
要
素

と
相
侯

っ
て
陪
審
が
被
告
人
を
有
罪
と
す

る
に
至
る
原

因
と
な

っ
た

事

件
数
を
確
定
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

そ
の
際
、
誤
謬
率

は
、
誤

っ
た
目
撃
証

言

の
数
を
目
撃
証
人

の
証
言
が
有
罪
獲
得

に
お
い
て
重
要
な
要
因

と
な

っ
た
事
件
数

で
割
る

こ
と
に
よ

っ
て
求
め
ら
れ
得

る
で
あ
ろ
う
。
我

々
の
資
料

は
、

こ
の
率

に
関
し

て
被
除
数
だ
け
を
提
供
す

る

の
で
あ

っ

て
、
除
数

を
提
供
す

る
も

の
で
は
な

い
。
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表

6

の
示
す
よ
う

に
、
我

々
の
目
録

に
収
め
ら
れ

て
い
る
事
件

の
な
か

で
誤
判
原

因
と

し
て

の
検
察
側

証
人
に
よ
る
偽
証

(
=

七
件
)
は
、

そ

の
次

に
重
要
な
要
因

(目
撃
証
人

の
証
言

(
五
六
件
)
、
強
制

に
よ
る
若
し
く
は
虚
偽

の
自
白

(
四
九
件

)
)
に
比
し
て
二
倍

の
件
数
あ
る
。
ボ

ー

チ

ャ
ー
ド

(じ口
O
弓
Oげ
鋤
『
口
)
は
、
彼

の
調

べ

た
誤

判
事
件

の
四
五
%

に
お

い
て
誤

っ
た
目
撃
証

言
が

誤
判

の
要
因

で
あ

っ
た
と
報
告

す

る
。

国
●

しd
o
容
冨

a

Ψ
簑
旨
§

昌
0
9

図
0
9。
ぴ
×
畔

我

々
の
事
例
で
は
、

こ
れ
が
誤
判

の
要

因
と
な

っ
た

の
は
、

一
六
%

で
あ

っ
た
。
我

々
の
調
査
結

果
と
、

誤

っ
た

目
撃
証
言
が
最
も
重

要
な
誤
判
原

因
で
あ
る
と
す

る
研
究
者

の
調

査
結
果
と
が

一
致
し
な

い
理
由

の
説
明
は
、
容
易

で
は
な
い
。

一
つ
の

可
能
性

と
し
て
考

え
ら
れ
る

の
は
、

一
般

的
な
サ

ン
プ

リ

ン
グ

の
相
違
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ボ

ー
チ

ャ
ー
ド

の
報
告
す

る
事

例
は
、
我

々
の
目
録

に
収

め
ら
れ

て
い
る
事
件
と

ほ
ん

の
僅

か
し
か
重
な
り
合
わ
な

い
。

彼

の
事
例
も
我

々
の
事
例
も
あ

ま
り
多
く

は
な

い
し
、

ど
ち
ら
も
全

て
の
誤

判
事
件

の
全
母
集
団
を
真

に
代
表

し

て
い
る
と
は
思
わ
れ
な

い
か
ら
、
単
な
る

サ

ン
プ
リ

ン
グ

の
相
違
が

そ

の
結
果

の
違

い
を
説
明
す
る
と

い
う

こ
と
は
、
十
分

に
あ
り
う

る
。
第

二

の
可
能
性
と
し

て
考
え
ら
れ
る

の
は
、
死
刑

に
処
せ
ら
れ

る
可
能

性

の
あ
る
事

件
で
は
、
他

の
重
罪
事
件
以

上

に
共
犯
者
以
外

に
は
目
撃
者

の
い
な

い
傾
向
が
あ
る
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

こ

の
種

の
犯
罪

に
関
し

て
逮
捕
さ
れ
た
共
犯
者
は
、
他

の
重
罪
事

件

に
関
し

て
逮
捕

さ
れ
た
共
犯
者
よ
り
も
偽
証

の
誘
惑

に
駆
ら
れ
易

い
。

と
い
う

の
は
、
他

の
重
罪
事
件

で
は
、
共
犯
者
は
、
死
刑
若

し
く

は
終

身

刑

の
危
険

に
さ
ら
さ
れ
て

い
な

い
か
ら
で
あ

る
。

一
九

八
二
年

の
カ
ー
タ
ー

(O
p。
暮
Φ
円
)
事
件

に
見
ら
れ
る
よ
う

に
、
人

に
罪
を
着

せ
る
虚

偽

の
証
言
も
嫌
疑
を
真

犯
人
か
ら
そ
ら
す

の
に
寄
与
す

る
。
第

三

の
、

そ
し

て
最
も
重

要
な
可
能
性
は
、
ボ

ー
チ

ャ
!
ド

の
サ

ン
プ

ル
に
お
け
る
目

撃
証
人

の
誤

っ
た
証

言

の
主
要
な
出
所

は
、

犯
罪

の
被
害
者

で
あ

る
と
い
う
ボ
ー

チ

ャ
ー
ド

の
考
察

に
由
来
す

る
。
も

ち
ろ
ん
、

こ
の
種

の
誤

っ

た

目
撃
証

言
は
、
我

々
の
目
録

の
中

の
三
二
六
件
、

即
ち
九
三
%

の
場
合

の
よ
う

に
犯
罪
が
殺
人

で
あ

る
場
合

に
は
あ

ま
り
可
能

性
は
な

い
。

こ

れ

は
、

殺
人
事

件
で
は
被
害
者
が
死

ぬ
前
に
犯
人
を
特

定
す

る
場
合
に
だ
け
起

こ
り
う

る
か
ら

で
あ

る
。

(
331
)

⇔
0
9

ω
㊤
養
ミ

お
よ
び
本

文
参

照
。

七

誤
判
の
発
見

79

被
告
人
が
有
罪
と
な

っ
た
後

に
、
最
終
的
に
誤
り
が
明
ら
か
に
な

っ
た

こ
れ
ら
全

て
の
事
件
に
お
い
て
、

そ
の
発
見
を
も
た
ら
し
た

の

は
・
主
と
し
て
誰
だ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
被
告
人

の
名
前
し
か
挙
げ
ら
れ
な
い
事
例
は
な
い
。
例
外
な
く
、
被
告
人
は
、
他
人

の
協
力

を

必
要
と
し
た
。
協
力
者

の
身

元
に
関

し
て
、
デ

ー
タ
の
示
す
と

こ
ろ
で
は
、
誤
判

の
発
見
に
貢
献
し
た
人

々
は
刑
事
司
法
制
度

や

一
般
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被害者と思われた者

真犯人

証人

警察官または検察官

裁判官

州の行政官

被告人の弁護士

家族または友人

市民

ジャーナ リス トまたは作家

「コー ト・オブ ・ラス ト・リゾー ト」

関与者不明、明らかに無関係、または確認不可

回カウン トした事件数

回カウン トした事件数

社
会

に
お

い

て
共
通

の
地

位

を
占

め

て

い
な

い
。

表

7

の
示
す

よ
う

に
、

七
件

に
お

い

て
被
害

者

と
思

わ
れ

た

人
が
生

存

し

て

い
る

こ
と
が

わ

か

っ
た

。
よ

り
正

確

に

言
え
ば

、

実
際

に

は
行

わ

れ

な

か

っ
た

謀
殺

に

つ
き
罪

の
な

い
者
が

有
罪

と
な

っ
た

こ
と

を
知

っ
て
い

る
者

に
よ

っ
て
、
ま

た

は
偶

然
に

「
被
害

者

」
が

生

き

て

い
る

こ
と

が
突

き

止

め
ら

れ
た

。

一
九

〇

九
年

の

ラ
イ

ア

ン
ズ

(ξ

o
塁

)
事

件

で

は
、

友

人

の
執
念

と
機

知

に
よ

り

「
被

害
者

」

が
発

見

さ
れ

た
。

一
九

一
四
年

の
ウ

ィ
ル

ソ

ン

(しσ
旨

≦
.一一ω8

)
事

件

で
は

、
被

告

人

の
弁

護

士

が
他

の
州

で
暮

ら

し

て
い
る

「
被
害

者
」

を

発
見

し

た
。

一
九

二
八
年

の
バ

ト

ラ

ー
と

イ

ェ
ル
ダ

ー

(ピ
〇
三
。。
①
しQ
億
二
霞

餌
昌
q

Ω
oo
お
①
く
Φ=
霞
)
事

件

で
は
、
被

告

人

ら
が
謀

殺

で
有
罪

と

な

り
、
終

身

刑
を

宣
告

さ
れ

て
か
ら

二

ヶ
月
後

に

「
被
害

者

」

の
所
在

が
突

き

止

め
ら

れ
た

。
注
意

を

要
す

る

の
は

、

こ

の
種

の
事

件

は
、

稀

で
あ

る
と

い
う

だ
け

で

は
な

く
、
既

に
過

去

の
も

の
で
あ

る

と

い
う

こ
と
で
あ

る

。

一
九

七

四
年

の
二
件

以
外

は
、

今

世
紀

の
初

め

の
二
、

三
十
年
代

の
も

の
で
あ

る
。

犯
罪
行

為

は

な
か

っ
た

と

い
う
事
実

が

判

明
し

た

こ
と

に
よ
り

、
誤

っ

て
有

罪

と
さ

れ
た
被

告

人
が

釈
放

さ
れ

る

こ

と
に
な

っ
た
事
件

の
数

(
二

〇

)
は
、

表

7

に
は
記
載

さ

れ

て
い
な

い
。

こ

の
点

に
関

し

て
、
謀

殺

の

場
合

と
強

姦

の
場
合

と

で
は

明
確

に
違

う
。

二
四

の
強

姦

事
件

の
う

ち

一
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三
件
で
は
、

そ
も

そ
も
強
姦
行
為
は
な
か

っ
た

の
で
、

い
か
な
る

「
被
害
者
」
も
存
在
し
な
か

っ
た
こ
と
が
証
拠

に
よ
り
立
証
さ
れ
た
。

一
九

三

一
年

の

ス
コ

ッ
ツ
ボ

ロ
事
件
は
、

こ

の
種

の
事
件

で
あ
り
、
無
実

の
被
告
人
九
人
が
巻
き
込
ま
れ
た
。
第

一
審

の
裁
判

の
後

に

「
被
害
者
」

の

一
人
が
合
意

の
有
無
に
拘
わ
り
な
く
、

そ
も
そ
も
性
的
行
為
が
な
か

っ
た
こ
と
を
認
め
た

こ
と
も
あ

っ
て
、
彼
ら

の
容
疑

は
晴
れ
た
。
残
り

の
四
件

で
は
、
全
て
、

ス

コ
ッ
ツ
ボ

ロ
の
場
合
と
同
様

に
、
被
告
人
は
黒
人
で
告
発
し
た
女
性
は
白
人
で
あ
る
。

そ
し

て
証
拠

は
、
実
際

に
性
的
関
係
が
あ

っ
た
と
し
て
も
、
合
意
に
基
づ
く
も

の
で
あ

っ
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。

こ
れ
ら

=
二
件

の
疑
似
強

姦
事
件

の
全

て
に
お
い
て
、
被
告
人

の
第

一
審

で
の
有
罪

は
、
「
被
害
者
」

の
重
要
証
言
に
基
づ

い
て
い
た
。

犯
罪

の
行
わ
れ

な
か

っ
た

こ
と
が
立
証
さ
れ
る
場
合
と
並
ん
で
、
お
そ
ら
く
極

め
て
説
得
力
あ
る
誤
判

の
発
覚
は
、
真
犯
人
が
介
在
す

る
場
合
に
起

こ
る
。
こ
の
種

の
事
例
は
、

四
七
あ
る
。
我

々
の
目
録

に
あ
る
最
も
古

い
時
期

の
も

の
か
ら
比
較
的
最
近

の
も

の
に
至
る
ま

で
、
僅

か
で
は
あ
る
が
、
真
犯
人
が
死

の
間
際

に
自
白

し
た
事
例
が
あ
る
。
真
犯
人
と
無
実

の
者
が

共
同
被
告
人
と
な
り
、
そ
し

て
こ
の

真
犯
人
が
自
白
し

て
、
無
実

の
者

の
罪
が
晴
れ
た
事

例
が
若

干
あ
る
。
関
係

の
無

い
者
が
誤

っ
て
有
罪
と
な

っ
た
事
件
に
関
し
て
、
既

に

別

の
事
件

で
服
役
中

の
者
が
そ
の
犯
行
を
認
め
、
そ
し
て
こ
の
自
白
が
真
実
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
事
件
も
僅
か
で
は
あ
る
が
存
在

す

る
。
別

の
事
件

で
逮
捕
さ
れ
た
犯
人

の
自
白
が
き

っ
か
け
と
な

っ
て
無
実

の
者
が
釈
放
さ
れ
た
事
例
も
あ
る
。
ま
た
少
な
く
と
も

一
つ

の
事
件
で

の
実
話
は
、
極
め
て
奇
妙
で
あ
る
。
即
ち
、
白
人

の
婦
人
が
顔
を
黒
く
塗

っ
た
う
え
で
、
夫

の
愛
人
を
殺
害
し
た
。

一
人

の
黒

人
が

こ
の
殺
人
の
か
ど
で
処
刑
さ
れ
、
そ
し
て
そ
の
四
年
後
に
彼
女
は
、
自
白

し
た
。

一
九
八

二
年

の
ホ
ウ
ル
ブ

ル

ッ
ク
と
ラ
カ
ー

(団
O
一げ
目
O
O
屏
簿
昌
q

國
=
O
閃
①
憎
)
事
件

の
よ
う
に
、
証
人
が
後

に
証
言
を
取
り
消
し
た
り
、

訂
正
し
た
事
件
も
若

干
あ

る

二

七
件
)
。
ま
た
、
同
様

に
、
黙
し
て
語
ら
な
か

っ
た
証
人
が
後

に
申

し
出
て
、
被
告
人
と
は
別

の
者
た

ち
が
事
件
に
関
係
が
あ
る
と
述
べ
た
り
、
真
犯
人
を
特
定
し
た
り
、
謀
殺
を
犯
し
た

の
は
、
有
罪
に
な

っ
た
者

で
は
な
く
、
自
分

の
夫

で

あ

る
こ
と
を
認

め
た
り
し
た
事
件
も
あ
る
。
後
に
証
人
が
偽
証
を
認
め
た
り
、
被
告
人
が
不
当

に
共
同
被
告
人
を
巻
添
え
に
し
た

こ
と
を

認
め
た
事
件
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
証
人
が
裁
判
後
に
な
し
た
被
告
人

の
ア
リ
バ
イ
を
認
め
る
証
言
や
、
謀
殺

に
用

い
ら
れ
た
拳
銃

は
有
罪
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と
な

っ
た
被
告
人

の
も

の
で
は
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
証
言
が
、
被
告
人
の
汚
名
を
そ
そ
ぐ
重
要
な
新
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
に
な

っ
た

事
件
も
あ
る
。
最
初

の
裁
判
で
証
言
す
る

こ
と
を
妨
害
さ
れ
た
証
人
が
後

の
裁
判

で
被
告
人

の
無
罪
と
釈
放
を
も
た
ら
す
証
言
を
し
た
事

件
も

一
件
あ

る
。

二
二
件

に
お
い
て
は
、
刑
事
司
法

に
か
か
わ
る
者
が
、
被
告
人

の
無
実

の
証
明

に
重
要
な
役
割
を
果
し
た
。
こ
の
な
か
に
は
、
第

一
審

裁
判
官
が
自
ら
進
ん
で
行
動
し
た
事
例
も
少
数
あ
る
。

一
九

=

年

の
ジ

ョ
ン
ソ
ン

(
q
o
ぎ

q
O
ぎ

。。
8

)
事
件
、

一
九

二
六
年

の
バ

ー

ガ
ス

(<
舘
σq
器

)
事
件
お
よ
び

一
九
七
三
年

の
ブ

ロ
ー
デ

ィ
ー

(bσ
8

9。
爵

)
事
件
が
そ
う

で
あ

る
。

一
六
件
に
お
い
て
は
、
無
実

の
被

告
人
が
釈
放
さ
れ
た
の
は
、
彼
を
逮
捕

し
た
警
察
官
や
起
訴
し
た
検
察
官

の
収
集
し
た
、
被
告
人
に
有
利
な
証
拠

の
お
か
げ
で
あ
る
。
無

実

の
者

の
汚
名
を
晴
ら
す
、

こ
う
し
た
当
局
に
よ
る
努
力
は
、
特
に
、
注

目
と
称
賛
に
値
す
る
。

こ
れ
は
、

三
五
〇

の
事
件

の
な
か
で
、

そ

の
対
極
に
あ
る
、
捜
査
機
関
が
無
実

の
者
に
罪
を
負
わ
せ
よ
う
と
企
て
る
事
件
と
同
じ
く
ら
い
の
件
数
が
あ
る
。
当
局
が
時
と
し
て
安

易
に
無
実

の
被
告
人

に

「
罪
を
着
せ
」
よ
う
と
す
る
こ
と
を
批
判
す
る
が
あ
ま
り
に
、

こ
う
し
た
称
賛
す
べ
き
事
例
を
見
過
ご
し
て
は
な

ら
な

い
。

さ
ら
に
、

一
五

の
事
件

で
は

ー

そ
の
す
べ
て
が
か
な
り
古
い
も

の
で
あ

る
が

ー

州

の
公
務
員

(刑
務
所
長
、
知
事
、
或
い
は
仮

釈

放
審

査

委

員
会

の
メ

ン
バ

ー

)
が

決

定
的

な

役

割
を

果

し
た
。

一
九
〇

六
年

の
ケ

ン
ド

ル
と
ビ

カ
ー
ズ

(}ハ
①昌
α
鋤
』
一
鋤
目=一
ノ＼一〇屏
①円
Qo
)

事
件

に
お

い

て
は
、
知

事

の
行

っ
た
調
査

の
結

果
、
無

実

の
被

告
人

が
釈

放

さ

れ
た
。

一
九

一
六
年

の
ブ

ラ

ン
ソ

ン

(しu
冨

霧
8

)
事

件

(
と

ミ

シ
ガ

ン
州

の

二

つ
の
事

件
、

即

ち

一
九

一
九

年

の
。フ
レ
ボ

ウ

(℃
お
く
○
珍
)
事
件

と

一
九

五

四
年

の
ペ
チ

ョ
ー

(勺
①
9
0
)
事

件

)

に
お

い

て
は
、

州

の
仮

釈
放
審

査
委

員

会
が

イ

ニ
シ

ァ
テ

ィ
ブ

を
取

っ
た

。

ニ

ュ
ー

ヨ
ー

ク
州

の
幾

つ
か

の
事
件

で

は
、

刑
務
所

長

の
発

言
が

被
告

人

の
処
刑

は

誤

っ
て
い
た

と

の
我

々
の
信
念

を
支

え

る
主

要
な

証
言

で

あ
る
。

比
較

的
新

し

い
事

例
と

し

て
は
、

一
九

五
〇

年

に
有

罪

と

な

っ
た

ベ

イ
リ

ー

(即
○
げ
Φ
詳

bo
餌
一一亀

)

の
汚

名

が
完
全

に

そ
そ
が

れ

た
事

例

が
あ

る
が
、

こ
れ

は
、

ウ

ェ
ス
ト

・
バ

ー
ジ

ニ

ア
州

の
刑

務

所
長

の
抱

い
た

疑

念
、

即

ち
、

処
刑

の
予

定
さ

れ

て
い

る
男
性

は

本
当

に
罪

を
犯

し
た

の
だ

ろ
う

か
、

と

の
疑
問

が
き

っ
か
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け

と
な

っ
た

も

の
で
あ

る
。

我

々
の
調
べ
た
事
件

の
う
ち
、
割
合

の
大
き

い
の
は

1

一
六
%

(
五
七
件
)
ー

被

告
人

の
弁
護
士

の
執
拗
な
努
力

の
結
果
、
誤

り

が

明
確

に
な

っ
た

事
件

で
あ

る
。

こ
う

し
た
弁

護
士

の
取

り

組

み

に

つ
い
て
は
、

被
告

人

に
死

刑

の
宣
告

さ
れ

た
多

く

の
有

名

な
事
件

に
お

い

て
詳
細

に
語
ら

れ

て
い
る
。

そ
う

し
た
事
件

は
、

そ

の
地

域
で
或

い
は
全
国

的

に
知
ら

れ
た
結

果
、
弁
護

士

の
功
績

も
記
憶

に
残

っ

て
い

る
。

二

九

五

六
年

の
二

つ
の
事
件

、

即

ち

フ

ォ
ス
タ
ー

(
国
o
ω
け雪
)
事
件

と

ミ

ラ
ー

(
ζ
巳
霞
)
事

件

に
お
け

る

よ
う

に
)
後

日
、

被
告

人

の
弁

護

士

が

、
依

頼
者

の
汚

名

を

そ
そ

ぐ
う

え
で
果

し
た
役

割

に

つ
い

て
執
筆

し
た

例
も

あ

る
。

し
か

し
、
他

の
多

く

の
事

件

に

あ

っ
て
は
・
被

告
人

の
弁
護

士

の
活

動
は
、
あ

ま
り
知

ら
れ

て
い
な

い
し
、

ハ
ー
ド

・
ヵ
バ

ー

の
本

の
な
か

で
語

ら
れ
る
ど

の
よ

う
な
華

々

し

い
功
績

も

・

(
一
九

二
八
年

の
ガ

ー
ビ

ー
、

レ
シ

ャ
ー
、

ロ
ウ
ア

ン

(Ω
舘
く
①
ざ

ピ
Φ昌

Φ
さ

9
巳

国
o
プ
き

)
事
件

、

一
九

四

六
年

の
カ

マ
ー

チ

ョ

(
国
鋤
菖
9
筈

o
)
事

件

お

よ
び

一
九

七
八
年

の

フ

ェ
イ

(
国
9
網
)
事
件

に
お

け

る

よ

う

に
)

そ

の
依

頼

者

に
と

っ
て

の
最

終

的

な
成

功

ま

で
証

明

す

る
も

の
で
は
な

い
。

被

告
人

の
弁
護

士

が
有

罪

判
決
後

に
無
報
酬

で
自
発

的

に
、

何
年
も

の
間
活

動
す

る

こ
と
が

あ

る
。

一
九

二
〇

年

代

の

二

つ
の
事

件

(
ス
ト
リ

ッ
ク

(
ω
8
二
葵

)
事
件

と

ハ
リ

ス

(団
餌
胃
一。・
)
事

件

)

と

一
九

三
〇

年

代

の
三

つ
の
事

件

(
フ

ァ
ウ
ラ

ー

と
ビ

ュ
ー

(
国
o
乱

霞

9
巳

雪

σq
げ
)
事

件

と

ク
ラ

ー

ク

(
○
冨
蒔

)
事

件

)

の
場
合
が

そ

う

で
あ

る
。

こ
れ

ら

五
人

の

無

実

の
被

告

人

の
う
ち

、

一
人

は
十

三
年
間

服

役
後

死
去

し
、

残

り

四
人

は
、

平

均

二
十

四
年

間
服

役
後

に
汚

名
が

晴

れ
た
。

注

目
に
値

す

る

の
は

、
最

終

的

に
誤
り

が
判

明

し
た
多

く

の
事

件

に
お

い

て
、
被
告

人

の
弁

護

士

や
そ

の
調

査

員
が
依

頼

者

の
有

罪
を

阻

止

で
き

な

か

っ
た

と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

そ
れ
ぞ

れ

の
事

件

に
ま

つ
わ

る
話

し

は
、

微

妙

に
異

な

っ
て
お

り
、

ま

た
多

く
は

、
知

ら
れ

て
い
な

い
け
れ

ど

も
・

記

録

の
示
す

と

こ
ろ

で

は
、
被

告

人

の
弁

護

士
自
身

が

依
頼
者

の
無
実

を

信

じ

て
い
な

か

っ
た
と

い
う

事

例
も
幾

つ
か
あ

る
・

依

頼

者

の
有

罪

・
無
罪

に
関

す

る
被

告

人

の
弁
護

士

の
考

え
は

と
も

か
く

と

し

て
、

こ
れ
ら

の
ほ
と

ん
ど

の
事
件

に
お

い

て

弁
護

の
継

続

の
た

め

の
資

金

は
、
極

め

て
不
十

分

で
あ
り

、
裁

判

そ

の
も

の
が

一
旦
終

わ

る

と
、

弁

護
士

は
、

自
腹

を
切

っ
た

う
え
、

手

(
431

)

の
あ

い

て

い
る

と
き

で

な
け
れ

ば

、
調
査

を
継

続
す

る

こ
と

は

で
き

な

か

っ
た
。



八
件

に
お

い

て
、

被

告

人

の
家

族

(例

え
ば

、

一
九

二
四
年

の

ハ
ー
デ

ィ
ー

(=
舘

爵

)
事

件

で

は
妹

)

や
誠

実

な
友

人

(
一
九

二
八

年

の
カ

ー

タ
丈

○
曽
円
什①
腎
)
事
件

)

若

し
く

は
墾

口
人

の
ラ
ビ

(
蓼

9

(
一
九

三

二
年

の
グ

・
ス

(Ω
目。
ω。・

)
事
件

)
が
・

事

件

を
執

拗

に
調
査

し
た

り
、
或

い
は
事

件

の
再
審

理

に
向

け

て
必

死

に
当

局

の
説

得

を
試

み

る
な
ど

し

て
最
終

的

に
成

功

し
た
・

一
六
件

に
お

い

て
、

同
情

的

な
市

民

が
被

告

人

の
援

助

に
努

め
た

。

一
九

〇

七
年

の

ス
カ
イ

ラ
ー

(q
o
ぎ

o。
畠

ξ

毎

)

の
場
合

が

そ

う

で
あ

っ
た
。

最

近

の
、

こ

の
種

の
最

も

ド

ラ

マ
テ

ィ

ッ
ク
な

事

例

と
し

て
は

、

一
九

七
三
年

の

コ
ネ

テ

ィ
カ

ッ
ト
州

の
も

の
が
あ

る
・

そ
れ

は
、

青
年

ラ

イ
リ

ー

(
勺
Φ
け霞

國
①
自
図
)
が
母

親

の
死

に
関

し
故

殺

で
有

罪

と

な

っ
た
事

件

で

あ

る
。

脚

本

家

ア

ー

サ
ー

・
ミ
ラ
ー

と
小

説
家

ウ

ィ
リ

ア

ム

.
ス
タ

イ

ロ
ン
の
、

よ

く
知

ら
れ

た
奮

闘
が

な

か

っ
た

な
ら
ば

、

ラ
イ

リ

ー

の
汚

名
が

そ

そ
が

れ

る

の
は
か

な
り

遅
れ

た
か
も
し
れ
な

い
ー

あ
る
い
は
、
汚
名
が
そ
そ
が
れ
る
こ
と
は
な
か

っ
た
か
も
し
れ
撫

・
さ
ら
に
神
学
生
が
有
罪
と
な

っ
た

事
件

に
疑
問
を
抱
き
、
何
ヵ
月
も

の
間
無
実

の
被
告
人

の
罪
を
晴
ら
す
た
め
に
尽
力
し
た
事
例
も
あ
る
・

無
実

の
者
に
援
助

の
手
を
差
し
の
べ
る
人
は
、
実

に
多
彩
で
あ
る
。
次

の
よ
う
な
事
例
が
あ
る
。
即
ち
、
ボ

ラ
ン
テ

ィ
ア
の
弁
護
士
と

数
人

の
市
民
が

一
緒
に
な

っ
三

人

の
被
告
人
を
自
由

の
身

に
し
た
。
ま
た
、
審
理
陪
審

の
陪
審
長
が
再
考

の
後
・
被
害
者

の
兄
弟
皇

緒
に
な

っ
て
、
誤

.
て
有
罪
と
な

っ
た
被
告
人

の
汚
名
を
そ
そ
ぐ

の
に
貢
献
し
た
。
さ
ら
に
、
強
姦
で
誤

っ
て
有
罪
と
な

っ
た
う
え
・
死

刑
を
宣
告
さ
れ
た
三
人
の
貧
乏
な
被
告
人
の
た
め
に
組
織
さ
れ
た
弁
護
委
員
会
が
最
終
的
に
被
告
人

の
釈
放
に
成
功
し
た
。
ま
た
さ
ら
に
、

被
害
者

の
母
親
は
、
無
実

の
者
が
自
分

の
息

子
の
殺
害

の
か
ど

で
有
罪
と
な

っ
た
と
確
信
し
て
い
た
。

少
な
く
と
も

二

つ
の
事
件
を
め
ぐ
る
話
は
、
信
じ
難
い
も

の
で
あ
る
。
即
ち
、

ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル

ス
の
あ
る
男
性
が
死
刑
囚
監
房
に
い
る

二
人

の
気
落

ち
し
た

ル
イ
ジ
ア
ナ
州
の
既
決
囚

の
出
し
た
新
聞
広
告
を
読
ん
だ
。
ま
た
、
あ
る
女
性
が
新
聞
記
事
を
読
ん
だ
時

に
、
数
人

を
殺
害
し
、
さ
ら
に
別

の
者
を

「
合
法
的

に
」
殺
す

つ
も
り
だ
と
、
ほ
ん

の
数
日
前
に
彼
女
に
告
げ
た

ー

と
彼
女

の
主
張
す

る
ー

男

性

の
写

真

に
気
付

い

て
、

当
局

に
連

絡

し
た

。

こ
れ

に
よ

っ
て
、
執
行

予

定

日

の
三

日
前

に
無

実

の
男

性

の
汚
名

が

そ

そ
が

れ

た
。

「
ニ

ュ
ー

ヨ
ー

ク

.
タ

イ

ム
ズ
」

の
調

査
員

は
、

一
九

七

三
年

に
、

ラ
イ
リ

ー

(
℃
Φ
け興

即
巴

ξ

)
が

最

終
的

に
無
罪

に
な

っ
た
事

件
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の
真
相
を
解

明
す
る
う
え
で
重
要
な
役
割
を
果
し
た
。
こ
れ
と
同
様

に
、
新
聞
と
雑
誌
が
、
無
実

の
死
刑
囚

の
た
め
に
探
偵

の
仕
事
を
し

た
事

例

は

三

七
あ

り

、

そ

の
ほ
と

ん

ど

は
、

こ
こ

二
、

三
十

年

の
も

の
で
あ

る
。

記

録

に

よ
れ

ば
、

一
人

の
記

者

-

「
マ
イ

ア
ミ

.

ヘ
ラ

ル
ド
」

の
ミ

ラ
ー

(〔
甲Φ
口
Φ
ζ

一一一①
『
)
ー

の
探

偵

の
仕

事

は
、

三

つ
の
異

な

る
事
件

に
お

い

て
誤

っ
て
有
罪

と

な

っ
た

四
人

の
被

告

人

の
釈

放

に
貢

献

し
た

。

ア
メ
リ

カ

の
新

聞

記
者

、

ス
キ

ャ
ド

ゥ
ト
ー

(〉
暮
げ
o
昌

○。
8

α
暮

o
)

は
、

一
九

七
〇

年

代

に
、

そ

し

て

イ
ギ

リ

ス
の
作
家

で
あ

り
、

テ

レ
ビ

の

コ
メ

ン
テ
ー

タ
ー
で
あ

る

ケ
ネ
デ

ィ
ー

(冒

q
o
<
ざ

國
①
目

Φ身

)
は

、

一
九
八
〇
年

代

に
、
各

々
、

一
九

三

五
年

に
処
刑

さ

れ

た

ハ
ウ
。フ
ト

マ
ン

(じu
旨
き

空

o冨

乙

閏
豊

讐

巳
9。
昌
昌
)

の
無
実

を

立
証

す

る
証

拠

を
、

広
範

な
調

査

を
通

し

て
収
集

し
、

整

理

し
た

。

二

つ
の
重
要

な

事
件

に
お

い
て
、

ジ

ャ
ー

ナ
リ

ス
ト

の
調
査

と
そ
れ

に
基

づ
く

記

事

に
よ

っ
て
、

無
実

の
者
が

処
刑
さ
れ
た

こ
と
が
明
ら
か
に
な

つ
(群

し
か
し
・

ほ
と
ん
ど

の
場
合
に
お
い
て
、
新
聞

の
探
偵
行
為

に
よ
る
誤
判

の
解
明
は
、
そ
の
新

聞

の
紙
面

以
外

で
は
、

ほ
と

ん
ど

、
あ

る

い
は
全

く
知

ら
れ

る

こ
と

は
な

か

っ
た
。

重

罪

に

つ
い

て

の
誤

判

の
調

査

と
解

明

に

専
念

す

る

小

人

数

の
グ

ル
ー
プ

ー

「
ザ

・
コ
ー

ト

.
オ

ブ

.
ラ

ス
ト

・
リ
ゾ

ー
ト

」

(目
げ
Φ
()6
二⊆
弓
け
O
h
一L
g
O∩
ぴ
國
①
ω○
円ひ
)

の
尽
力

に
よ

り
、

一
二
件

に
お

い

て
無

罪

証
拠

が
発

見

さ

れ
た

。

こ
れ

ま

で

の
と

こ
ろ
、

こ

の
グ

ル
ー
プ

は
、
裁

判

上

の
誤

り
を
調

査

し
、

新
た

に
発

見

さ
れ

た
証

拠
が

有
罪

と

さ
れ

た
被

告
人

に

圧
倒

的

に
有
利

に
思

わ

れ

る
場
合

に
は
、
当
局

に
働

き
か
け

て
そ

の
証
拠
に
基
づ

い
た
行
動
を
さ
せ
る

こ
と
だ
け
を
目
的

と
し
て
設
立
さ
れ
た

i

公
的
あ
る
い
は
私
的

を
問

わ
ず

唯

あ

グ

ル
ー
プ

で
あ
る
よ
う
に
思
わ
象

・

こ
の
グ

ル
ー
プ
が

か
か
わ

っ
た
事
件
は
、
冤
罪
が
晴
れ
た
原
因
に

つ
い

て
十
分
な
説

明
が
な
さ
れ

～

そ
し
て
効
果
的

に
冤
罪
を
晴
ら
す
う
え
で

の
障
害

に

つ
い
て
非
常

に
説
得
力
を
以
て
語
ら
れ
る
事
件

で

あ
る
。

最
後

に
、

一
三
四
件

全
体

の
三
分

の

一
以
上

に
お

い
て
は
、
誤
判

の
発
見
を
も
た
ら
し
た
特
定

の
人
物

や
グ

ル
ー
プ
を
示

す

こ
と
は
で
き
な

い
。

こ
れ

は
、

一
つ
に
は
、
事
件

に
関

心
を
持
ち
、
こ
の
関
心
を
持
続
し
、
そ
し
て
関
与
す
る
と
い
う
、
誤
判

の
発
見

に
至

っ
た
舞
台
裏

の
話
し
が
判
例
集
を
見
て
も
分
か
ら
な
い
の
が

一
般
的
だ
か
ら
で
あ
る
。
極
め
て
詳
細
な
記
録
が
残

っ
て
い
る
の
は
、
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我

々
の
目
録

の
な
か
で
最
も
有
名
な
事
件
だ
け
で
あ

る
。

そ
れ
以
外

に

つ
い
て
は

(
本
が
著

さ
れ
た
幾

つ
か
の
事
件
に

つ
い
て
さ
え
)
い

か
に
し
て
誤
判
が
発
生
し
、
発
見
さ
れ
、
或

い
は
是
正
さ
れ
た
か
と
い
う
重
要
な
問
題

に
対
す
る
回
答
は
な

い
。
多
く

の
被
告
人

の
無
実

の
証
明
は
、
後
世

の
歴
史
家

の
た
め
に
記
録
が
留
め
ら
れ
る
こ
と

の
な
か

っ
た
人
物
若

し
く

は
人

々
の
尽
力

の
お
か
げ
で
あ
る
。
誤
り
が

明

々
白

々
で
あ

っ
た
事
件
を
含
め
て
、
幸
運

の
女
神

(
H
、9
α
網

H
」¢
O貯
)
は
、
唯

一
確
認
で
き
る
関
与
者
で
あ
る
。

表

7
に
お
い
て
要
約
さ
れ
、
そ
し
て
右

に
論

じ
ら
れ
た
デ

ー
タ
か
ら
学
ぶ
べ
き
教
訓
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
あ
る
と
信
ず
る
。

即
ち
、
無

実

の
被
告
人

の
汚
名
が

そ
そ
が
れ
る

一
般
的
ま
た
は
典
型
的
道
筋
は
な
く
、
ま
た
罪
が
晴
れ
る
と
し
て
も
必
ず
し
も
被
告
人

の
た
め
に
な

る
時
と
は
限
ら
な

い
。
刑
事

司
法
制
度

は
、

一
旦
有
罪
が
宣
告
さ
れ
る
と
事
実
に
関
す

る
広
範
な
誤
り
に

つ
い
て
自
ら
の
判
断
を
精
査
す

る
こ
と
を
予
定
し
て
い
な
い
。
我

々
の
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、
刑
事
司
法
制
度

の
な
か
に
い
る
者
が
誤
判

の
是
正
に
決
定
的
な
役
割
を
果
す

こ
と
は
稀

で
あ

る
。
刑
事
司
法
制
度

の
関
係
者
が
か
か
わ

る
と
き
で
も
、
そ
の
者
達
は
、
手

の
あ
い
て
い
る
と
き
に
、
公
的
な
支
援
や
激

励
を
受

け
ず

に
活
動
す
る
こ
と
が
多
い
。
は
る
か
に

一
般
的
で
、
重
要
な
の
は
、
刑
事
司
法
制
度

の
周
辺

に
い
る
人
や
全
く

の
部
外
者

の

努
力
で
あ
る
。
非
常

に
多
く

の
誤
判

の
解
明
に
お
い
て
偶
然
が
介
在
す
る
こ
と
と
幸
運
が
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
の
極

め
て
多

い
こ
と
は
、

誤

っ
て
有
罪

と
な

っ
た
者
の
う
ち
の
ほ
ん

の

一
部

の
者
だ
け
が
最
終
的
に
そ

の
汚
名
を
そ
そ
ぐ
こ
と

の
で
き
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。

我

々
の
事
例

の
説
明
と
表
7
の
結
果
を
読
む
者

の
な
か
に
は
、
誤

っ
て
、
こ
う
し
た
デ

ー
タ
に
よ
り

「
こ
の
制
度
が
機
能
し
て
い
る
」

こ
と
が
証
明
さ
れ
て
い
る
と
主
張
す
る
者
が

い
る
か
も
し
れ
な
い
。
確

か
に
、
多
く

の
無
実

の
被
告
人
は
、
そ

の
自
由
を
獲
得
す
る
た
め

　

　

に

こ

の
制

度
、

特

に
上

訴
裁

判
所

を
利

用
し

た
。

し
か

し
、

大

半

の
事
件

で
は

、
被

告

人

は
、

こ

の
制

度

の
故

に

(ぴ
①8

器

Φ
)
で

は

な

　

　

　

　

　

く
、

こ

の
制

度

に
も

か
か
わ
ら
ず

(ぎ

。。宮
け①
)
冤
罪

が
晴

れ
た
。

こ

の
制
度

は
、

せ
い
ぜ

い
の
と

こ
ろ
汚

名
を
そ

そ
ぐ

た
め

の
道

と

フ
ォ
ー

ラ
ム
を

提
供

す

る

に
と
ど

ま

っ
て
、

そ
れ

を
促

進
す

る
も

の
で

は
な

い
。
誤

判

の
被
害

者

の
ほ
と
ん

ど

は
、
有

罪

と
な

っ
た
他

の
重
罪

の

被
告

人

と
同

様

に
有
罪

を

回
避
す

る
た

め
に

そ

の
全

財
産

を
使

い
果

た

し

て

い
る
。

一
旦
有

罪

と
な

っ
て
収
監

さ
れ

る

と
、
彼

ら

の
た

め

に
闘

い
を
継

続
す

る
意

思
が

あ

り
、
或

い
は

そ
れ
が

可
能

な
弁

護

士
が

つ
く

こ
と
は

ほ
と

ん
ど

な

い
。

手
短

に
言
え

ば
、

我

々

の
デ

ー

タ
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事件数

総数35

拘禁後釈放 された事件

5年 以下の拘禁後釈放

6年 以上10年 以下の拘禁後釈放

11年以上15年 以下の拘禁後釈放

16年 以上の拘禁後釈放

拘禁が解かれ なかった事件

拘禁中に死亡

処刑

明

刑

不

が
教
え
る
教
訓
は
、
誤

っ
て
有
罪

に
な

っ
た
と
は
い
え
、
最
終
的
に
名
誉
が
回
復
さ
れ

た

こ
れ
ら
少
数

の
被
告
人
は
、

い
か
に
幸
運
で
あ

っ
た
か
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

こ
う

し
た
事
例
に
よ
り

「
制
度
が
機
能
し
て
い
る
」

こ
と
が
判
明
す
る
と
考
え
る

こ
と
は
、

一
旦
被
告
人
が
有
罪

に
な
る
と
、
被
告
人
が
頼

っ
た
り
、
本
質
的
な
誤
り
を
証
明
し
、

　

の

是
正
す

る
た
め
に
当

て
に
し
た
り
す

る
こ
と

の
で
き
る
制
度

(
ω遂
8
日
)
が
存

在
し

な
い
こ
と
を
無
視
す
る
も

の
で
あ
る
。
有
罪
と
な

っ
た
被
告
人
は
、
裁
判

で
の
手
続
上

の
誤
り
や
新
た
に
発
見
さ
れ
た
証
拠
に
基
づ

い
て
上
訴
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
が
、
有

罪

・
無
罪

の
事
実
問
題
を
理
由
に
上
訴
を
す
る

こ
と
は
で
き
な

い
。

こ
の
た
め
、
誤

っ

て
有
罪
と
な

っ
た
ほ
と
ん
ど

の
被
告
人
に
は
、
汚
名
を
そ
そ
ぐ
上
で
頼

る
べ
き
所
は
な

い
。表

8
で
は
、
誤
判
で
あ

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
正
さ
れ
る
ま
で
に
被
告
人
が
刑
務
所

で
過
ご
し
た
全
期
間
を
尺
度
と
し
て
用
い
て
、
三
五
〇
の
事
件

で
の
誤
判
に
よ
る
苦
痛

を
概
観
す
る
。
そ

の
半
数
を
超
え
る

一
八
七
件
に
お
い
て
、
誤
判
は
、
有
罪

の
宣
告

か

ら
五
年
以
内
に
正
さ
れ
た
。
し
か
し
、
十
分

の

一
強

の
事
件

(
三
九
件
)
に
お
い
て
、

　ゆ

誤
判
が

正

さ
れ

た

の
は
、

無
実

の
被
告

人
が

十

五
年

以
上
拘

禁

さ

れ
た

後

で
あ

っ
た
。

最

も
広

く

知

ら

れ

た

事

件

の

一
つ
に
、

ツ

ィ

マ
ー

マ
ン

(
一の
一9
0
円
Φ
N
一目P
旨P
O
巴旨P
9
目F)

の
事

件
が

あ

る
が
、

彼

は
、

最
初

、

死
刑

の
宣

告

を
受
け

、

ニ

ュ
ー

ヨ
ー

ク

の
刑
務

所

で

二
十

四
年

間
拘

禁

さ
れ

た
後

に
釈

放

さ
れ

、
汚

名
が

そ

そ
が

れ
、

そ

し

て
最
終

的

に

補
償
金

の
支
払
を
受

け
た

1

一
九
八
三
年

に
死
去
す

る
四
ヵ
月
前

の
こ
と
で
あ

っ



絞首台上

3日 前

数 日前

電気椅子に固定

10時間前

7時 間前

髪の毛がそ られ る

4時 間前

数 日前

30時 間前

25分 前

数分以内

5時 間前

2時 間前

電気椅子に着席

2日 前

2日 前

3日 前

3時 間前

7時 間前

3日 前

停止された事件

ii

Zajicel

Sherm

Stielo`

Larkm

Reno

Varga;

Cero

Weave

Hollins

Langle

Bernstl

Jones

Zimme

Wellml

Irvin

Bailey

Morris

Labat

Miller

Bundy

I以内の

た
。

ま

た
、

三

一
件

に
お

い
て
、

誤
判

は
、
被

告

人

の
生

前

に
は
正

さ
れ

な

か

っ
た
。

即

ち
、

二
三

人

の
被

告
人

は
、
誤

っ
て
処

刑

さ
れ
、

八

人
は

、

刑
務

所

で
死

亡

し
た
。

表

9

で
は

、
間

一
髪

の
と

こ
ろ

で
救
済

さ
れ

た

二

二
件

危

う
く

処

刑
が

実

行

さ
れ

る

と

こ

ろ

で
あ

っ
た

が
、

一
日

か

二
日
前

に

回
避

さ

れ
た

事
件

や
な

か

に
は

、
処

刑
ま

で
ほ
ん

の
数

時
間

し

か
余

し

て
い
な
か

っ
た
事
件

も
あ

る

ー

に

ス

ポ

ッ
ト

ラ

イ
ト

を
あ

て
る
。

こ

の
う
ち

の
八
件

で

は
、

処
刑

ま

で

二
時
間

か
或

い
は

そ
れ
以

下

の
時

間
的
余
裕
し
か
な
か

っ
た
。

一
九

一
五
年

の
ス
テ
ィ
ー

ロ
ウ

(○
冨

二
〇の
の
飢
9
0
≦
)

と

一
九

四

二
年

の

ウ

ェ
ル

マ

ン

(≦

一一一一9
HP

≦
δ
=
8
節
昌
)

は

、

最

も
処
刑
が

切
迫
し

た
事
例

で
あ

っ
た
。
両
者

と
も
、

救

済

の
た

め

に
知
事

の
発

し

た

刑

の
執

行
停

止
状

(審
b
二
Φ<
①
)
が

到

着

し

た

と
き

に
は

、
電

気

椅

子

に
縛

り
付

け

ら
れ

て
い
(煙
。
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注(
431
)

誤

っ
て
有
罪
と
な

っ
た
被
告
人
の
自
由
を
獲
得
す
る
た
め
の
費
用
は
、
安
く
は
な
い
。
費
用
の
程
度
が
事
件
に
よ

っ
て
様

々
で
あ
る
の
は
間
違

い
な
く
、
こ
れ
こ
そ
典
型
的
だ
と
い
え
る
事
例
は
な
い
。
四
人
の
被
告
人
の
か
か
わ
る
最
近
の

一
事
例
で
は
、
そ

の
調
査
に
五
万
ド
ル
か
ら
七
万

五
千

ド

ル
か
か

っ
た
、

と
新
聞

は
報

じ
た
。
O
黛
甘
Nミ

壽

ミ
魯
ミ
§
警

寒

ミ
凡毒

切
鳴書

ミ
鳥
⑦
§
§
欝

愚
ミ
ミ
自
遣

O
。
ミ
ミ
ミ
ミ

§

⑦
●
自
典

雪

夢

0
8

σq
こ

一
暮

ω
霧
。。
.
遷

O
(
困
⑩
○◎
一
)
参

照

。

(
531

)

ニ

ュ
ー

ジ

ャ
ー

ジ

ー

州

に
お

い

て

エ
ド

ガ

ー

・
ス
ミ

ス

(
国
匹
σq
零

OQ
日
一爵

)
は

、

一
九

六

〇

年

代

に
死
刑

囚

と

し

て
何
年

も

の
問

無

実

を

訴

え

、

有

名

人

の
支

持

を
獲

得

し
、

そ

し

て
釈

放

さ

れ

た

が

、

新

た

な
事

件

を
引

き

起

こ
し

て
有

罪

と

な

っ
た
上

、

そ

の
後

、

前

の
事

件

で

の
罪

を

認

め

た

。

しq
Φ
息
碧

も
ミ
壽

昌
0
9

鵠
曾

9。
⇔
器

Q。

参

照
。

(
631

)

ヒ

ュ
ー

(
≦

芭

冨
日

じo
窮

象

o
a

国
巳
①
)

は

、

一
九

三

七

年

の

コ
リ

ン
ズ

(国
0
8

①
<
Φ
犀

O
o
巳

霧

)
事

件

で

の
誤

り

を

究

明

し

た

Q

国
三
ρ

寒

鳴

⑦
。
ミ
冷

映
ミ

的

臥
§

ミ
ミ

〉
愈
鷺

p

言

臼
閏
国

∪
国
〉
日
団

℃
国
Z
>
　[
弓
団

。。
㌣

曾

(
国
・
]ぐ
目O
(甲
①
]ρO
①

偽
姻
ぐ
く
・
}幽
一一山
①
げ
目
餌
口
α

①
山
の
●
]「Φ

①
腿
)

(
お

O
憎
ぎ

8
匹

浄
O
]B

日
=
国

>
H≦
国
閑
一〇
卜
Z

】≦
国
国
O
d
国
団

(
ド
㊤
ら
こQ
)
●

ま

た

、

ロ
ウ

ア

ン

(
O
㊤
二

切
o
竃
p。
口
)

は

、

一
九

四

五
年

の

マ
ギ

ー

(≦

一臣

Φ
]≦
o
O
8

)
事

件

の
誤

り

を

究

明

し

た
。

O
・
国
○
≦
-〉
客

ω
O
d
目
国

○
国

団
国
国
国
U
O
]≦

一
置

1
Φ
b。
(
一
⑩
認

)
・

　
(
13
)

神

学
校

の
学
生

だ

っ
た
頃

サ

ン
ト

ス

(
∪
①
『
o
ω
の
彗

8
。。
)
事

件

に
関

心
を
持

っ
た

マ
ク

ロ
ス
キ

ー

(
』
㊤
日
霧

ζ
。
9
0
除

①蟹
)
は
、

現
在

、

さ

ら

に
若

干

の
重

罪
事

件

で

の
誤
判

を

調

査
す

る

た

め

に
、

ニ

ュ
ー

ジ

ャ
ー
ジ

ー

州

、
プ

リ

ン

ス
ト

ン
に
小

さ

な
組

織

体

(
O
。
暮

霞

寅
口

=
巨

。。訂
冨

)
を
作

っ
た
。
次

の
も

の
参

照
。
=
鋤
日
日
Φ
さ

ミ

凝
§

⑦
ミ
ミ
　ミ
§

渇
§

§

Ω
o
罫
塁

§

§

等

ミ
魯

ミ

、
ミ

§

ミ
}§

§
牒
ミ
§

"

℃
国
○

勺
ピ
炉

乞

o
<
●
凹
♪

一
⑩
○。
ρ

嚢。
げ

㊦
G。
旧

ミ

§

蹄
、ミ

寒

融

ミ

ミ

題

ミ

鳴

き

§

ら
§

斜

Z

・
網

』

一旨

①
。。
"
Z

O
<
.
⑩
レ

⑩
○。
や

暮

涯

も

o
一
・
一
.

(
831
)

仮

釈
放

(b
費
9
①
)
や
恩
赦

に
よ

る
減
刑

(
o
o
巳
日
暮

鉾
一8

)
を
受

け
た
り
、

こ
の
申
請

を
し

た
り
す
る

と
、
暗

黙

の
う

ち

に
有
罪

を
承

認

し
た

こ
と
に
な
る
と
思
う
、
と
公
言
し

て
、

こ
れ
を
拒

否
し
た
被

告
人
は
、
我

々
の
目
録

に
五
人

い
る
。

(
931
)

我

々
の
目
録

に
収
め
ら
れ

て
は

い
な

い
が
、
刑

の
執
行
停

止
状
が
到
着

し
な
か

っ
た
り
、
到
着

し
て
も
遅
す
ぎ

た
事
例
が
あ
る
。

即
ち
、
カ
リ

フ
ォ
ル

ニ
ア
州

で
グ
リ

フ
ィ
ン

(即
=
gα
ゴ

(
}円一hh
一昌
)

の
死
刑

の
執
行
停

止
を
求

め
る
書

面

は
、
絞

首

刑

の
執
行

さ
れ
た
三

日
後

に
州
最

高
裁

判

所

に
送
付

さ
れ
た
。
ω
節
口
国
冨
昌
駐

8

0
冨
o
口
こ

〉
胃

」

ρ

H
㊤
ω
9

暮

ど

8

一
.
『
参
照
。

こ

の
二
年
後

同
じ
く
カ
リ

フ
ォ
ル

ニ
ア
州

で
リ
ー
ガ

ン

(
q
o
。・
Φ
喜

切
Φ
σq
9。
口
)

に
対

す

る
刑

の
執

行

停

止
状

は
、

処
刑

の
二
分

後

に
刑

務

所

に
到

着

し

た
。

○
●
U
d
司
国
招

○。
Q。

ζ

国
Z

>
乞
∪

卜。

≦
d
]≦
国
乞

胡
為

①
(
一
⑩
①
図
)
参
照
。

一
九

五
七
年
、

ア
ボ

ッ
ト

(しu
霞

8
昌

〉
げ
げ
9
け
)

の
巻
き
込

ま
れ
た
、
や
は
り
カ
リ

フ
ォ
ル

ニ
ア
州

の
三

つ

目

の
事
件

で
は
、

ガ

ス
室

の
ガ

ス
が
放

出
さ
れ

た
直
後

に
州
知
事

の
秘
書
官
が

刑
務

所
長

に
執
行
停

止
す

る
旨
伝
え

た
。
切
.
国
GQ
頃
国
い
ζ

≧
拍

襲
腎
§

昌
0
9

H
騙

鉾

H
c。
膳
⊥
出

参

照
。

こ
れ

ま
で

に
、

こ
れ

ら

の
被
告

人

の
無
実

を
信

じ

て
処
刑

後

に
調
査

が
行
な
わ

れ
た

こ
と
が

あ

る
と
は

聞

い
て
い
な
い
。



90

八

無
実
の
者
の
処
刑

表

10
の
示
す
よ
う
に
、
我

々
の
目
録
に
は
無
実

に
も
か
か
わ
ら
ず
処
刑
さ
れ
た
、
と
我

々
の
信
ず
る
二
三
人

の
事
例
が
含
ま
れ

て
い
る
。

年
代
的

に
、

こ
れ
ら

の
事
例
は
、
非
常
に
ば
ら

つ
い
て
い
る
。

即
ち
、

四
件
以
外
は
、
こ
の
研
究

の
対
象
と
す
る
期
間

の
前
半

(
即
ち
、

一
九

四
三
年
以
前
)
に
起
こ
り
、
そ
し

て
、
ほ
ぼ
半
数

(
一
〇
件
)
は
、
最
初

の
四
半
期

(
即
ち
、

一
九
二
二
年
以
前

)
に
起

こ

っ
て
い

る
。こ

の
よ
う
な
数
字

か
ら
無
実

の
者

の
処
刑
と
い
う
実
態
は
、
年

の
経
過
と
と
も
に
減
少
し
て
い
る
と
推
論
し
た
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し

こ
の
誘
惑
に
負
け
て
は
い
け
な
い
。

け
だ
し
、
誤
判
に
よ

っ
て
処
刑
さ
れ
た
人

の
絶
対
数
が
単

に
減
少

し
た
と
い
う
こ
と
は
、
ほ

ん

の
僅
か
な

こ
と
し
か
告
げ
な
い
か
ら
で
あ

る
。
傾
向
を
読
み
取
る
た
め
に
は
、
誤
判
に
よ

っ
て
処
刑
さ
れ
た
人

の
割
合
が

一
定
の
期
間

に
わ
た

っ
て
変
化
し
た
か
ど
う
か
確
か
め
る
必
要
が
あ
る
。

一
九
〇
〇
年

か
ら

一
九

四
二
年

の
間

に
ア
メ
リ
カ
で
法
律

に
基
づ
き
執
行
さ

(
041

)

れ
た
推
定
五

二
二
九
人

の
処
刑

の
な
か
で
、

一
九
件

の
誤

っ
た
処
刑
は
、
全
体

の
○

・
三
六
%
を
構
成
す
る
。

一
九
四
三
年
か
ら

一
九
八

(
瑚
)

五
年

の
問

の

一
八

六

三
人

の
処
刑

の
な

か
で
、

四
件

の
誤

っ
た
処
刑

は
、

全
体

の
○

・
二

二
%

を
構
成

し
、

お
お

ま

か

に
言

っ
て
前
期

の

(
囎
)

割
合
よ
り
三
分

の

一
減

っ
て
い
る
。

一
九
〇
〇
年

か
ら

一
九
二
二
年

の
問

の
推
定

二
四
六
五
件

の
処
刑

の
う
ち

一
〇
件
は
誤

っ
て
お
り
、

全
体

の
○

・
四
〇
%

こ
れ
は
、

一
九
〇
〇

1

四
二
年

の
期
間
よ
り
も
ほ
ん

の
少
し
多
く
、

一
九
四
三

-

八
五
年

の
期
間
の
ほ
ぼ

二

倍

を
構
成
す
る
。

こ
う
し
た
割
合

の
差
異

は
、
極
め

て
小
さ

い
の
で
あ
る
か
ら
、
傾
向
を
推
論
す
る
に
際

し
て
は
、
注
意
し
た
ほ

　

　

　

う
が
よ

い
と
忠
告

し
た

い
。
加
え

て
、
我

々
は
、
存
在
す

る
全

て
の
の
証
拠
を
勘
酌

し
て
今
世
紀
中

の
七
〇
〇
〇
件
を
超
え
る
処
刑

の

全

て
に
検
討
を
加
え
た
わ
け
で
は
な

い
し

ま
た
こ
れ
は
他

の
誰
も
行

っ
て
い
な

い

こ
と
を
繰
り
返
し
述

べ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
れ
が
行
わ
れ
な
い
以
上
、
無
実

の
者

の
処
刑
に
お
け
る
傾
向
に

つ
い
て
述
べ
る
こ
と
は
、
愚
か
な
こ
と
で
あ
る
。
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Garner

Tucker

Shumway

Becker&C

Hill

Bambrick

Sanders

Mays

Lamble

Sacco&Vε

Grzechowia]

Hauptmann

Appellate

Wing

Collins

Sberna

McGee

Anderson

Dawson

Adams

アラバ マ

マサチ ュー

ネブラス カ

ツ

ジ

セ

ク

ク

ク

マ

ジ

ヨ

ヨ

ヨ

シ

ラ

ネ

ア

テ

ク

ピ

マ

ヨ

ツ
ダ

ダ

ダ

シ

リ

リ

リ

ラ

シ

ロ

ア

フ

フ

フ

事
件
は
、

そ
の
知
名
度

に
応

じ
て
三

つ
の
グ
ル
ー
プ

に
分
け

る
こ
と
も
で
き
る
。

三

つ
の
事
件

ー

ヒ
ル

(
=
旨

)
、

サ

ッ

コ
ー

バ

ン

ゼ

ッ
テ

イ

(
ω
碧

o
o

9
昌
Ω

<
導

N
Φ
ひ
ε

、

ハ
ウ

プ

ト

マ

ン

(
団
9
暮

け
8
9。
き

)
ー

は
、
今
世
紀

に
お

い
て
最
も
盛
ん

に
論
議

さ
れ
た
死

刑
事
件
で
あ

る
。

い
ず
れ
も
よ
く
知
ら
れ
た
名
前
で
あ

り
、
処
刑
日
に
は
処
刑
を
招

い
た
誤
判

の
悲
劇
と
刑
事

司
法
制
度

の
不
正
義

に
抗
議
す
る
数
千
人
も

の
人

々
が

集
ま

っ
た
。
黒
人

の
被
告
人

の
巻
き
込
ま
れ
た
若
干

の

事

件

コ
リ

ン
ズ

(O
o
一一3
ω
)
、

マ
ギ

ー

(
ζ

簿

)
、

ド

ー

ソ
ン

(】)
㊤
≦
ωo
昌
)、

メ
イ
ズ

(ζ

亀

ω
)

に

つ
い
て
は
、

地
域

で
評
判

に
な

っ
た
り

、
指

導
的

な

ジ

ヤ
ー

ナ
リ

ス
ト
が

死

刑
執

行
後

に
論

評

し

た
た

め

に
、

犯
罪

や
裁
判

が
行

わ

れ

た

町

に
と
ど
ま

ら
ず

よ

り
広

く

人

々
に
知
ら

れ

た
。

し

か

し
、

ほ
と

ん
ど

の
事

件

は
、

全
く
知

ら
れ

て

い
な

か

っ
た
。

多

く

は
、

人

の
注
意

を

引
く

こ
と
も

な

く

埋
も

れ

て
お

り
、
我

々
の

フ

ァ
イ

ル

に
は
僅

か
な
資

料

し

か
な

い
。

こ
の
理
由

は
、

明

ら

か

で

な

い
。

二
、

三

十
年

代

の
頃

ま

で

に
見

ら
れ

た

死
刑
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に
対
す
る

一
般
的
寛
大
さ
、
被
告
人

の
社
会
的
地
位

の
低
さ
お
よ
び
有
罪
宣
告
後

に
法
定
内
外
で
活
発
な
訴
え
か
け

の
な

か

っ
た
こ
と
が
、

こ
う
し
た
事
件

の
記
録
が
少
な
い
理
由

の

一
端
で
あ
る

の
は
疑

い
な

い
。

こ
う
し
た
事
件

に
お
け
る
誤
判

の
判
定

の
た
め
の
証
拠
は
、
当
然
、
多
く

の
人

々
に
と

っ
て
関

心
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
報
告
で
き

る
も

の
は
、

ほ
ん
の
僅

か
な
人
し
か
満
足
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
有
名
な
事
件
で
依
拠
し
た
の
は
、
誤
判
が
間
違

い
な
く

生
じ
た
と
我

々
の
納
得
で
き
る
調
査
結
果
を
出
し
た
研
究
者
の
判
断
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
述
べ
る
こ
と
は
、

こ
う
し
た
事
件

の
各

々

に

つ
い
て
今
な
お
続
く
論
争
を
下
火
に
し
な
い
で
あ

ろ
う
。
有
名
で
な

い
事
件
に
お

い
て
は
、
真
剣

に
考
慮
す

る
に
値
す
る
と
思
わ
れ
る

公
務
員

の
意
見

に
完
全
に
拠

っ
て
い
る
も

の
も
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
事
件
で
は
、
第
三
者

の
関
与
若
し
く

は
真
犯
人

の

自
白
、

い
わ
ん
や
無
実

の
者
が
処
刑
さ
れ
た

こ
と
を
認
め
る
公
的
な
行
為
は
存
在
し
な

い
。
既
に
述
べ
た
よ
う

に
、
表

10
に
記
載
さ
れ

て

い
る
事
件

の
い
ず
れ

に
お

い
て
も
処
刑
さ
れ
た
人
が
無
実
で
あ

っ
た
こ
と
を
認
め
る
州

の
行
為
は
轟

・
三
件
で
は
第

コ
著

の
関
与
が
指

摘
さ
れ

て
お
り
、
証
拠
を
勘
案
す
る
と
こ
の
第

三
者
が
真
犯
人
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、

こ
う
し
た
事
件

の
い
ず
れ
に
お
い
て

も

こ
の
第
三
者
が
逮
捕
さ
れ
た
り
、
起
訴
さ
れ
た
り
、
或
は
有
罪
判
決
を
言
渡
さ
れ
た
り

し
た
こ
と
は
な
い
。
六
件
に
お
い
て
は
、
処
刑

さ
れ
た
人
の
有
罪
判
決
よ
り
も
第

三
者

の
自
白

の
方
が
犯
罪
行
為

に

つ
い
て
信
頼

で
き

る
証
拠

の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
や
は
り
、

こ
の
自
白
し
た
第
三
者
は
、
逮
捕
さ
れ
る
こ
と
も
、
起
訴
さ
れ

る
こ
と
も
、
有
罪
を
言
渡
さ
れ
る
こ
と
も
な
か

っ
た
。
問
題
と
な
る
自
白

を
処
刑

の
差
し
迫

っ
た
共
同
被
告
人
が
し
た
事
例
も
幾

つ
か
あ

る
。
重
大
な
容
疑

の
な
か

っ
た
人
が
死

の
間
際
に
自
白

し
た
事
例
も
あ

っ

た
。

メ
イ
ズ

の
事
件
だ
け
は
、
当
局
に
そ

の
気
が
あ
れ
ば
後
に
自
白
し
た
者
を
起
訴
で
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も

っ
と
も
そ
う
し
な
か

っ

た

の
で
あ
る
が
。
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)
参

照
。

一
九
三
〇
年

以
前

の
正
確

な
処
刑
件

数
は

つ
か
め
な

い
。

一
九
三

〇
年
以
前

の
推
定
数

の
議
論

に

つ
い
て
は
、
ミ
・
暮

総
-
置

参

照
。

ユ
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14
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も

の
参
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導
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に
P

暮

漣
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こ
れ

に
近

い
事
件

に
、
ジ

ョ
ー
ジ

ア
州

の

リ

ン
チ
に
よ

り
殺

さ
れ
た

フ
ラ

ン
ク

(
目
。
o

国
雷
募

)
事

件
と

マ
サ

チ

ュ
ー
セ

ッ
ツ
州

の

処
刑
さ
れ
た

サ

ッ
コ
ーー
バ

ン
ゼ

ッ
テ
イ

(の
節
6
0
0

ゆ
⇔
畠

～
NP
⇔
N
①
け
け一
)
事
件
が
あ

る
。

一
九

八
六
年

に
、
ジ

ョ
ー
ジ

ア
州

の
恩
赦
委

員
会
は
、

フ
ラ
ン
ク
に
死
後
恩
赦

を
与
え
た
。

フ
ラ
ン
ク
は
無
実
で
あ

っ
た
と

い
う
考

え
に
基

づ

い
て
恩
赦

が
与
え
ら
れ
た

と
受

け
と
ら
れ
る

の

を
避
け
る
た

め
に
慎
重

に
言
葉
が

選
ば
れ
た
。

一
九
七

七
年

、

マ
サ

チ

ュ
ー
セ

ッ
ツ
州
知
事
デ

ュ
カ
キ

ス

(
∪
鼻

餌
匹
。・
)
は
、

サ

ッ
コ
ーー

バ

ン
ゼ

ッ
テ

ィ
の
処
刑

の
十
五
周
年
記
念

日
に

「
告

示
」

(
胃

o
o
冨
B
節
江
○
⇒
)

を
発

し

た
Q

零
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お
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)
参
照
。
し

か
し
、
知
事

は
、
処
刑
後

の
証
拠

に
よ

り
二
人

の
男
性

の
無
実
が
判

明
し
た
旨

の
宣

言
を

す

る

こ
と
を
慎
重

に
避
け

た
。
代

わ
り

に
、
告
示

で
は
、
裁
判
を
通
し

て
法
定

の
内
外

で
は
び
こ

っ
て
い
た

「
外
国
人

に
対
す

る
偏
見
と
異
端
的
な

政
治
的
見
解

に
対
す

る
敵
意
」

並
び

に
死
刑
事
件

に
対
す
る
当
時

の
上

訴
審

で

の
審
査

範
囲

の
制
限

の
非
を
批
判
し
、
処
刑

さ
れ
た
男
性
達

の
名

に
冠

せ
ら
れ
た
如
何

な
る

「
恥
辱
も
、

不
名
誉
も
」

「
永
遠

に
取
り
除

か
れ

る
」

と
だ
け
宣

言
し
た
。
≦

.
団
O
q
乞
O

節

∪
●
囚
≧
o。
国
國
も
ミ
導
織

8

9

H
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㊤

讐

。。1
ら
・
告

示
が
発

せ
ら
れ
た
数

日
後
、
知
事

の
行
為
を
非
難
す

る
法
案
が
州

議
会

に
提
出

さ
れ

た
。

こ
の
決
議
案

は
、
票

決
に
付

さ
れ
な
か

っ
た
。
ζ
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。
ω
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昌
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Φ
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讐

H
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爵

参

照
。

さ
ら

に
四
件

(
そ
の
う

ち
二
件

は
有
名
で
あ
る
が
、

い
ず

れ
も
我

々
の
目
録

に
は
含

ま
れ

て
い
な

い
)
に
お

い
て
、
無
実

の
者

が
処
刑
さ
れ
た

こ
と
を
理

由
に
死
後
恩
赦

が
与
え
ら

れ
た
。

一
八
九

三
年

、
イ
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、
州
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事
件

の
三
人

の
被
告

人
に
恩
赦
を
与

え
た
が

、

そ
れ

は
、
共

同
被
告
人

の
う
ち

四
人
が
絞

首
刑

に
処
せ
ら
れ

て
か
ら

六
年
後

の
こ
と
で
あ

っ
た
。

こ
の
事

件

の
八
人
目

の
被
告

人
は
、
予
定

さ
れ

た
処
刑

の
直

前

に
自

ら
命
を
断

っ
た
。

ア
ル
ト
ゲ

ル
ト
は
、

八
人
全
員

が

「
誤

っ
て
有
罪

と
さ
れ
、
そ

の
犯

罪
に

つ
き
無
実

で
あ

っ
た

…
…
」
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と
を
理
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を
発
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た
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と
デ

イ

リ

!

(
U
o
巳

巳
。
∪
巴
亀

)

の
名

誉

を
回
復
す

る
告

示
を
発

し
た
。

こ
の
事

件

で
は

、
後

に
、

別

の
男
性

が
自
白

し
た
。
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会
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の
処
刑

一
〇
〇
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